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□□□□□□□

事 務 事 業 の 概 要

１ 概 況

(1) 学校の沿革

昭和45.12. 5 静岡県議会11月定例会において静岡県立浜松東高等学校の設置を議決

12.23 昭和46年度入学者生徒募集定員を商業科315名（７学級：生産管理科２、

営業科３、秘書科２）と発表

46. 4. 1 浜松市笠井新田町1,442番地に、校地 33,081.80㎡、仮校舎３棟 1,770㎡

自転車置場 108㎡、物置 67㎡、職員23名をもって開校

47. 3.24 本館建築工事（鉄筋４階建 4,545㎡）竣工

48. 3.20 南館建築工事（鉄筋４階建特別教室 4,679.78㎡）竣工

12. 5 創立記念日、校歌制定

49. 4. 1 第１学年８学級（生産管理科２、営業科３、秘書科３）となる。

4.30 体育館兼柔剣道場建築工事（鉄骨２階建 2,031.46㎡）竣工

50.11. 1 校舎落成・創立５周年記念式典挙行

52. 9. 7 プール（25ｍ×８コース）及び付帯施設工事竣工

53. 3.27 南館２期建築工事（特別教室 505.86㎡）竣工

55.11.13 創立10周年記念式典挙行

56.12.26 運動場用地（3,988㎡）取得

57. 4. 1 第１学年７学級（生産管理科２、営業科２、秘書科３）となる。

59. 4. 4 運動場用地（50㎡）取得

60. 2.23 弓道場建設工事（158.7㎡）竣工

4. 1 第１学年８学級（生産管理科２、営業科３、秘書科３）となる。

61. 6.30 生活館（東風館）建築工事（698.48㎡）竣工

63. 4. 1 第１学年９学級（生産管理科２、営業科４、秘書科３）となる。

平成元. 3.16 別館建築工事（特別教室 81㎡ 渡り廊下 35㎡）竣工

2.11.14 創立20周年記念式典挙行

4. 4. 1 普通科併置及び学科改編

第１学年９学級(普通科２、情報処理科２、流通経済科２、秘書科３)となる。

6. 4. 1 第１学年９学級(普通科４、情報処理科２、流通経済科２、秘書科１)となる。

11. 4. 1 学科改編
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第１学年９学級（普通科４、情報ビジネス科２、総合ビジネス科３）となる。

12.11.17 創立30周年記念式典挙行

14. 4. 1 第１学年８学級（普通科３、情報ビジネス科２、総合ビジネス科３）となる。

15. 4. 1 第１学年９学級（普通科４、情報ビジネス科２、総合ビジネス科３）となる。

16. 4. 1 第１学年８学級（普通科３、情報ビジネス科２、総合ビジネス科３）となる。

17. 4. 1 第１学年７学級（普通科３、情報ビジネス科２、総合ビジネス科２）となる。

21. 4. 1 第１学年８学級（普通科４、情報ビジネス科２、総合ビジネス科２）となる。

22. 1 2 . 3 創立40周年記念式典挙行

26. 4. 1 第１学年９学級（普通科５、情報ビジネス科２、総合ビジネス科２）となる。

28. 4. 1 第１学年８学級（普通科４、情報ビジネス科２、総合ビジネス科２）となる。

令和 2.10.19 創立50周年記念式典挙行

3. 4. 1 第１学年７学級（普通科３、情報ビジネス科２、総合ビジネス科２）となる。

4. 4. 1 第１学年８学級（普通科４、情報ビジネス科２、総合ビジネス科２）となる。

6. 4. 1 第１学年７学級（普通科４、情報ビジネス科１、総合ビジネス科２）となる。
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(2) 組 織 図

職員会議 総務課(式典関係、外郭団体連携、広報、防災対策等)

教務課（教育課程、学習指導、日課管理等）

生徒課（生徒指導、生徒会、交通安全指導等）

校 長 副校長――教頭 運営委員会 進路指導課（進学指導、就職指導）

（兼不祥事再発 保健厚生課（健康管理、環境整備、環境教育

防止委員会） 教育相談、特別支援教育等）

学校運営協議委員 研修課（研修、人権教育、奨学金、生涯学習等）

情報管理課（システム管理、システム開発等）

学校運営協議会 図書課（読書指導、視聴覚、芸術鑑賞教室等）

（兼不祥事再発 普通科

防止委員会） 商業科（総合ビジネス科、情報ビジネス科）

各種委員会 学 年（１学年、２学年、３学年）

職員安全衛生委員会

学校保健委員会

学校開放委員会

教育課程検討委員会

購買委員会

特別支援教育委員会

防災委員会

コンプライアンス委員会

キャリア教育推進委員会

広報委員会

いじめの防止等対策委員会

庶 務

会 計

事務長 事務部 管 財

図書事務

環境整備

- 3 -



２ 目指す学校像

(1) スクール・ミッション

(2) 目指す学校像

ア スクール・ポリシー

浜松市内唯一の商業科と普通科を併置した学校としての特色を生かし、校訓「学ぶ術を学ぶ」のもと、

志を掲げ、健康で安全な学校生活を送ることで、たくましく生きる力を養う。また、多様な進路希望に

対応したキャリア教育や総合的な探究活動、部活動等を通して、生涯にわたって学び続ける力を身に付

けるとともに、自立心と思いやりの心を持ち、地域や社会に貢献する人間性豊かな生徒を育成します。

グラデュエーション・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー

・校訓「学ぶ術を学ぶ」を目標と

し、たくましく生きる力と生涯に

わたって主体的に学ぶ姿勢を育

成します。

・地域社会に貢献するために必

要なコミュケーション能力、チャ

レンジ精神を身に付けた人間性

豊かな生徒を育成します。

・基礎学力の定着と進路実現に

必要な学力の育成を行います。

・キャリア教育及び総合的な探

究の時間を通して、主体的に行動

する力、自己管理能力、仲間とと

もに困難を乗り越える力を育成

します。

（全校共通）

生徒の目標達成に対してのサポー

トと健康で安全な学校生活を送る

ための指導、支援を行います。

（商業科共通）

・実社会で活用できるビジネススキ

ルの習得を目指します。

・資格取得や各種検定、競技会への

挑戦等を通して、社会に適応する

力、学ぶ意欲、チャレンジ精神など

を養います。

・外部講師を招く他、地域と連携し

た学習を行います。

（情報ビジネス科）

・情報スキルの学習活動を通して、

物事を解決するための実践的思考

を育てます。

・商業に関する上位の資格取得に挑

戦し、進学・就職の進路目標の実現

に繋げます。

（総合ビジネス科）

・地域のイベントへの参加や地元産

業界と連携し、自らのアイデアや積

極性を発揮するための実践的・体験

的な学習を行います。

・グローバル経済や観光ビジネス

等、新しい学習内容に関する知識及

び技術を学び、創造的な企画力や開

発に取り組む態度を育てます。

（普通科）

・基礎学力をバランスよく定着さ

せ、柔軟な選択により多様な進路目

標の実現を目指した学習を行いま

す。

・商業科目の資格を取ることができ

るカリキュラムを充実させます。特

に教科「情報」に関しては、情報ビ

ジネス科の資産を生かし、充実した

内容の学習を行います。

（全校共通）

個性を認め合い、友人と協力し

て目標を達成する力を身に付

け、たくましく生きていこうと

する生徒。

（商業科共通）

・商業に対する興味・関心が強く、

将来ビジネス分野で活躍したい

生徒。

・自ら学ぼうとする姿勢や向上心

を持ち、商業科目や資格取得に向

け積極的に取り組む生徒。

（情報ビジネス科）

・情報スキルを実社会で活用

し、それを生かした職業への関

心が高い生徒。

・商業に関する高度な資格の取

得を志し、粘り強く取り組むこ

とのできる生徒

（総合ビジネス科）

・地域に愛着を持ち、地域に貢献

したいと考えている生徒。

・新しいビジネスや商品に関心を

持ち、学んだ知識を地域や企業で

発揮しようと志す生徒。

（普通科）

・自らの可能性を信じ、高い目標

を持って夢を実現させる意欲の

ある生徒。

・規律や規範を守り、礼儀正しく、

他者を思いやることができる生

徒。
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イ スクール・ポリシー具現化の柱

（ア） 安心・安全な学習環境の整備と健全な心身の育成

（イ）基礎学力の定着と進路実現に必要な学力の育成

（ウ）地域に貢献する探究活動を通したキャリア教育の充実

（エ）信頼される学校づくりの推進

（オ）教職員一人一人が力を発揮できる環境の整備

３ 監査対象期間の年度別学校経営の取組等

(1)令和６年度の取組目標への評価及び成果と課題

Ａ：十分目標を達成することができた Ｂ：おおむね目標を達成することができた

Ｃ：あまり目標を達成することができなかった Ｄ：ほとんど目標を達成することができなかった

取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題

ア

安心・安全

な 学 習 環

境 の 整 備

と 健 全 な

心 身 の 育

成

・「災害発生時に備え、時と場に
応じた避難先・経路を把握し
ている」と答える生徒 80％以
上。

91.4％

Ａ

地域の方も参加していただき、
自衛隊による救急搬送訓練を実
施した。引き続き防災教育を推
進していく。

・「交通ルールを守っていると
答える生徒」90％以上。

98.4％
重大な被害事故が１件。引き続

き交通安全の啓発に努める。

・「学校行事に積極的に参加し、
人間関係が充実してきたと
思う」と答える生徒 80%以
上。

93.2％
部活動以外の場面での人間関係

構築も模索したい。

・「悩みを相談できる人がいる」
と答える生徒 80％以上。

85.2％
生徒と教職員との信頼関係が構

築されている。

・「日頃から私物の整理整頓、教
室等の環境整備（清掃含む）
を意識している」と答える生
徒 80％以上。

93.2％
当番制の清掃に切り替えたが、

概ね良好である。

・「生徒が利用しやすい図書館
環境が整っている」と答える
生徒 80％以上。

84.9％
この環境を生かした読書指導を

考えていく必要がある。

・「１年間で２冊以上の本を読
んだ」と答える生徒 50％以
上。

66.4％
読書習慣の形成をより工夫する

必要がある。

・「芸術鑑賞教室が良かった」と
答える生徒 80％以上。

98.7％

コメディミュージカル「真夏の
夜の夢」を鑑賞した。非常に好評

であった。来年度は音楽鑑賞の
予定。

イ

地 域 に 貢

献 す る 担

い 手 育 成

の た め の

規 範 意 識

醸成

・「欠席・遅刻・早退をしないよ
うに努力している」と答える
生徒 90％以上。

94.2％

Ａ

特定の生徒以外はおおむね良好
である。否定回答層の生徒への
個別支援を継続していく。

・「学年行事や授業等で行った
地域連携学習では、主体的に
取り組むことができた」と答
える生徒が 80%以上。

93.0％

ダンス部、吹奏楽部、美術部、
書道部、園芸ボランティア部、

写真部等が地域で活動した。ス
ポーツⅡではゴルフの指導を受
けた。既存の地域連携にとどま

らず、より主体的な取組を促す
仕掛けが必要な時期に来てい
る。

・「日頃から個人情報の取り扱
い等に注意している」と答え

る生徒 90％以上。

98.7％
引き続き個人情報の取扱いの注

意喚起を行う。
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・「さわやかな挨拶ができ、身だ
しなみに気を付けている」と
答える生徒 80％以上。

97.6％
さわやかな挨拶が励行されてお
り、今後も本校の良さとして継
続させていきたい。

・「学校のきまりを守って生活

している」と答える生徒 80％
以上。

99.3％
引き続き規範意識を徹底させ

る。

・「集団の中の一員として仲間

を尊重し、行動できる」と答え
た生徒 80％以上。

97.9％

生活環境改善活動（奉仕活動）
に関して、浜松市から表彰を受
けた。引き続き仲間を大切にす
る集団の構築を目指す。

ウ

基 礎 学 力

の 定 着 と

進 路 実 現

に 必 要 な

学 力 の 育

成

・年２回以上の授業参観と年２
回の生徒による授業評価が活

用されている。

生徒による

授業評価

未実施

Ａ

今後は、生徒が自らの学習を振
り返るアンケートを作成し、そ

の結果を踏まえて授業改善につ
なげていく必要がある。

・「授業の内容に興味、関心を

持てた」と答える生徒 80％以
上。

88.1％
引き続き授業改善を続けてい

く。

・「学んだことについて、考え、
表現する力を伸ばすことがで
きた」と答える生徒 80％以

上。

86.9％
「思考・判断・表現」の観点に
ついて、引き続き研究してい

く。

・「授業やＨＲ活動等で、Ｃラ
ーニングを活用した情報の送
受信や、授業の課題提出を実
施した」と答える生徒が 90%
以上。

96.1％

多くの教員がＣラーニングを積
極的に活用している。今後は、
より多くの授業で学力向上に寄
与するようなＩＣＴ活用を研究
していく必要がある。

・新しい学習指導要領に対応し
た指導法、評価の取り組み
100％

100％
今後も、生徒の実態を把握し、
評価規準を見直していく。

・「朝読書や朝学習にしっかり
と取り組んでいる」と答える
生徒 90％以上。

93.3％
落ち着いて取り組んでいる。よ
り効果的な時間となるような仕
掛けを考えていく

・「生徒の適性や希望を生かす
適切な進路指導を行ってい
る」と答える生徒、保護者
80％以上。

生徒
90.7％
保護者
84.0％

進路課を中心とした指導の成果
が表れている。生徒の良さを生
かした進路実現を後押ししてい
く。

エ

キ ャ リ ア

教 育 の 充

実

・「社会に役立つ姿勢や資質を
身に付ける教育が行われてい
る」と答える生徒、保護者
80％以上。

生徒
94.1％
保護者
88.5％

Ｂ

引き続き、キャリア教育の場面

を設定してしく。

・「学校外の諸活動を通して、学
校と地域との連携の重要性を
体感できた」と答える生徒
80％以上。

81.7％
肯定回答は多いが、学校として
の仕掛けは不十分であると感じ
ている。今後の課題である。

・「部活動で頑張っている」と答
える生徒 90％以上。

89.6％
引き続き部活動を通して、人と
人とのつながりや協力性を深め
させていきたい。

・「自分の将来の生き方（進路
等）について考えている」と答

える生徒 90％以上。

86.5％

昨年度より数値が向上した。今
まで以上に探究活動と結び付
け、振り返る時間を設定するな

ど、内容を充実させていく。
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オ

開 か れ た

学 校 づ く

りの推進

・ホームページ・インスタグラ
ムが週に 1 回以上更新されて
いる。

いない

Ｂ

新ホームページとなり、更新担

当者を今一度確認していく。

・ホームページのアクセス数
年間 50,000 件以上。

評価不能
まずは作成方法に習熟していく

必要がある。

・情報の発信がＰＴＡ総会、発
行物、メール配信等により定
期的に行われている。

いる

ＰＴＡ総会での情報提供や「浜

松東高新聞」、「浜松東高かわら

版」、ホームページ等を活用し

て、情報を発信した。作成した

広報物がより多くの人の目に触

れるような広報の仕方を工夫し

ていく必要がある。

・「保護者に対して行事や進路
等の情報提供が適切に行われ
ている」と答える保護者 80％
以上。

82.6％
Ｃラーニングの活用が活発にな

ってきている。

・広報活動を目的とした中学校
への訪問 年間 50校以上。

延べ 80

校以上

学校の魅力を整理し、出前授業

及び管理職の訪問を継続する。

・来場者数
浜東祭：1,000 人以上。
一日体験入学：1,000 人以上。
オープンスクール 300 人以上

浜東祭
900 人

体験入学
1000 人

ｵｰﾌﾟﾝｽｸｰﾙ
150 人

体験入学及びオープンスクール

の内容を検討し、学校の良さを

伝えることで、志願者数の増加

につなげたい。

カ

教 職 員 一

人 一 人 が

力 を 発 揮

で き る 環

境の整備

・校長は、毎月の職員会議等を
通して、チーム内での情報の
共有化を図る。

毎月、県か

らの情報を

共有した

Ｃ

毎月、職員会議で資料を提示し

て説明した。

・職員に対するアンケートを実
施し、「遣り甲斐を感じてい

る」と答える職員 90％以上。

ストレス

リスク

は、全国

平均より

少なめ

「総合健康リスク」や「仕事の
量的負担」等は、全国平均より

少なめで、職場への適応状態は
「やや良好」であった。
（ストレスチェック集団分析レ

ポートの結果から）

・管理職及び事務室は、ペーパ
ーレスの推進を図とともに

Googleアカウントを有効活用
し業務のスリム化を図る。

ペーパー

レス化の

推進

職員会議はペーパーレス化で行

った。面談日程表、授業見学計

画表、職員動静表を Google ス

プレッドシートで共有した。今

後も業務のスリム化を進める。

・教職員全体で危機管理対応に

関して意識を高め、安全安心
な学校づくりを構築する。

情報共有

した

危機管理マニュアルの読み合わ

せや不祥事根絶研修の中での共

有を行った。

・定期退勤日を個人個人設定

し、同僚が周知することでお
互いの協力や効率的な校務を
進める。

不十分

個人ごとの定時退勤日の設定を

今一度呼び掛ける。組織として

は、完全退庁時間を設定し、以

後在校する場合の実態を把握

し、今後の方針を検討する。

・出張による振替や変形労働制
度を積極的に利用し、超過勤
務の負担軽減に繋げる。

一部実施
管理職が個々の教職員の業務を

把握し、負担軽減に努める。
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(2)令和７年度の取組（重点目標はゴシック体で記載）

取組目標 成果目標 達成状況 評価

ア

たくましく生

きる力の育成

・生徒への日常的な声掛け（勇気づ
け・価値づけ）

・教員からの挨拶の励行

・初期指導での人間関係つくり

・毎月実施する朝礼での講話

・ポートフォリオへの記入を通し
た自己認識の深化

・部活動への積極的な参加

・豊かな感性をはぐくむ芸術鑑賞
教室の開催

・「欠席・遅刻・早退をしないよ
うに心掛けている」と答える
生徒 90％以上。

・定期的な挨拶運動の実施

・「学校行事に積極的に参加
し、人間関係が充実してき
たと思う」と答える生徒 80%
以上。

・「集団の中の一員として仲間
を尊重し、行動できる」と答
える生徒 80％以上。

・「部活動で頑張っている」と
答える生徒 90％以上。

・「芸術鑑賞教室が良かった」
と答える生徒 80％以上。

全職員

教務

保健厚生

生徒

図書

学年

生徒が相談し

やすい体制つ

くり

・中学校から提供された情報の活
用

・生徒との定期的な面談の設定

・ＳＣやＳＳＷ等の外部機関との
連携

・発達支持的生徒指導や特別支援
に関する知識や技能の向上

・「悩みを相談できる人がい
る」と答える生徒 80％以
上。

・発達支持的生徒指導や特別
支援教育に関する研修の実
施

全職員

保健厚生

生徒

研修

学年

規範意識の醸

成

・ＳＮＳの使い方指導等を通した
情報モラルやルールの習得

・身だしなみ指導

・明るく温かい、気持ちの良い挨拶
の励行

・「日頃から個人情報の取扱い
等に注意している」と答え
る生徒 90％以上。

・「学校のきまりを守って生活
している」と答える生徒
80％以上。

・「さわやかな挨拶ができ、身
だしなみに気を付けている」
と答える生徒 80％以上。

生徒

学年

災害及び交通

事故から身を

守る意識の向

上

・毎月実施する朝礼での交通指導

・防災訓練の工夫（新たな取組の検
討）

・「交通ルールを守っている」
と答える生徒 90％以上。

・「災害発生時に備え、時と場
に応じた避難先・経路を把
握している」と答える生徒
80％以上。

生徒

総務

環境整備

・清掃の徹底

・教室及び部室の整理整頓

・美化委員による定期点検

・私物管理の徹底

・ごみの持ち帰りの徹底

・「日頃から私物の整理整頓、
教室等の環境整備（清掃含
む）を意識している」と答え
る生徒 80％以上。

保健厚生

学年

危機管理対応 ・教職員の危機管理対応に対する
意識とスキルの向上

・危機管理対応に関する研修
を実施する。

管理職
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イ

基礎学力の定

着

・授業に真剣に取り組む姿勢の確
立

・朝学習（朝読書）の効果的な方法
の検討・実施

・確認テストの継続実施
・ＡＩ学習教材の効果的な活用方
法の検討

・図書委員会による読書啓発活動

・「授業内容に興味・関心が持
てた」と答える生徒 90％以
上。

・「朝学習（朝読書）が基礎学
力向上に役立っている」と答
える生徒 80％以上。

各教科

学年

図書

探究活動の充

実

・自らの意見や学びの成果を発表
する実践的・体験的学習活動の実
施

・「総合的な探究の時間」の３年間
のカリキュラムの見直し

・探究活動に関する研修の実施

・「学んだことについて、考え、
表現する力を伸ばすことが
できた」と答える生徒 80％以
上。

・「総合的な探究の時間での探
究活動を通して、成長を実感
している」と答える生徒 60％
以上。

・総合的な探究の時間検討委
員会の定期的な開催

教務

研修

教科指導力の

向上

・教員相互の授業参観の実施
・生徒による授業アンケートの実
施

・授業アンケート等を通した観点
別評価の見直し

・一台端末等のＩＣＴを活用した
授業の実践

・年２回以上の授業参観と年
２回の生徒による授業評価
が活用されている。

・「授業の内容に興味、関心を
持てた」と答える生徒 80％以
上。

・「授業やＨＲ活動等で、一台
端末を活用した情報の送受
信や、授業の課題提出を実施
した」と答える生徒 90%以
上。

全職員

研修

各教科

資格取得への

挑戦

・商業科生徒の資格取得への目標
設定と積極的な挑戦

・漢検・英検への積極的な挑戦

・自ら設定した資格取得に対
する目標を達成する生徒の
割合 80％以上

商業科

国語科

英語科

ウ

地域との連携

・授業での交流・連携
・課外活動（部活動を含む）での地
域貢献
・商業科生徒による新たな地域貢
献の創出
・大学や企業との連携
・インターンシップの充実

・「学年行事や授業等で行った
地域連携学習に携わった」と
答える生徒が 50%以上。

・「課外活動（部活動を含む）で
行った地域連携学習に携わ
った」と答える生徒 50％以
上。

・「社会に役立つ姿勢や資質を
身に付ける教育が行われて
いる」と答える生徒、保護者
80％以上。

・「学校外の諸活動を通して、
学校と地域との連携の重要
性を体感できた」と答える生
徒 80％以上。

商業科

各教科

学年

部活動

進路学習の充

実

・進路シラバスに基づいたキャリ
ア教育の推進

・進路希望に沿った個人指導の充
実

・大学との教育交流協定の活用や
外部からの積極的な講師招聘

・ガイダンスや進路講話を通した
キャリア意識の醸成

・外部の進路ガイダンスへの積極
的な参加の奨励

・「自分の将来の生き方（進路
等）について考えている」と
答える生徒 90％以上。

・「生徒の適性や希望を生かす
適切な進路指導を行ってい
る」と答える生徒、保護者
80％以上。

進路指導

学年
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エ

広報活動の充

実

・地元自治会への情報発信
（「浜東ＰＴＡレポート」、「浜松東
高かわら版」、「浜松東高新聞」）
・地域の方が各種行事に参加でき
る環境つくり
・中学校への広報活動
・学校ホームページやインスタグ
ラムによる情報発信

・地域の回覧版で情報提供を
する。
・学校紹介や出前授業等によ
る中学校への訪問 年間50校
以上。
・来場者数

浜東祭：1,000 人以上。
一日体験入学：1,000 人以

上。
オープンスクール 300 人以

上

総務

管理職

情報管理

生徒

教務

保護者との良

好な信頼関係

の構築及び情

報発信

・Ｃラーニングの効果的な活用
・Ｃラーニングによる双方向の情
報交換

・必要に応じた電話連絡

・「保護者に対して行事や進路
等の情報提供が適切に行わ
れている」と答える保護者
80％以上。

・情報の発信がＰＴＡ総会、発
行物、Ｃラーニング等により
定期的に行われている。

・「お子さんを本校に入学させ
て良かった」と答える保護者
90％以上

教務

情報管理

進路指導

学年

オ

協働意識の涵

養

・日頃からの職員間での挨拶や声

掛けの励行

・優れた指導や実践を行ったチー

ムや教職員に対する評価・共有

・プチ研修の実施

・年次研修におけるチーム研修の

充実

・朝の打合せや職員会議等の

隙間時間を活用したプチ研
修を実施する

・年次研修対象者が、チーム研
修を通して成長したと実感し

ている。

全職員

管理職

事務部

業務の効率化

・情報の共有及び共通理解

・業務の目的の明確化

・ＮＥＳ端末更新後の更なるペー

パーレス化の推進

・提案資料には目的を記載す

る。
・運営委員会をペーパーレス
で実施する。

働き方改革

・業務の内容や進め方の見直し

・定時退勤日の設定

・職員室最終退出時刻の設定

・勤務時間管理システムの活用

・ストレスチェック集団分析
でのストレスリスクを確認

する。
・出張による振替や変形労働
制度を積極的に利用し、超過

勤務の負担軽減に繋げる。
・勤務時間管理システムで自
らの働き方を把握する。

効果的な予算

執行

・必要性、優先順位の精査による予

算確保

・教職員からの要望を集約、必要な

修繕、購入品等の把握

・管理的予算を当初予算比

５％削減し、教育活動に係る
経費に充てる。

・「できないこと」は理由を示

し、「できること」は執行計画
を明確に示していく。
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４ 監査対象期間における特色ある取組

年度 取組概要 成果及び課題

令

和

６

年

度

「地域と連携したキャリ

ア教育」を推進している。

全学年全生徒の進学を希

望する生徒に対しての補

習等を実施している。選択

科目の学習指導において、

生徒の授業理解を向上さ

せるため、引き続き習熟度

等による少人数教育を行

っている。交通安全講話や

指導を定期的に実施する。

また、交通安全委員が登

校時に交通安全を定期的

に呼びかける。保護者と連

携した交通指導を実施す

る。地域行事、催し物にお

いて、地域自治体、商店街

との連携を行う。静岡産業

大学との教育交流協定を

締結し、学校教育活動の円

滑な運営と人的交流の促

進を図っていく。

３年商業科を対象に６月 13 日、14 日の二日間、地元企業の御協力

で就業体験実習を実施し、約 70 社の企業のお世話になった。本年度

は新たに「観光ビジネス」を開講し地域との連携を図る。基礎学力

の定着と実力養成のために、全学年全生徒の進学を希望する生徒を

対象に補習を継続実施した。習熟度等による少人数教育の効果は、

感覚的には誰もが認めるところであるが、今後エビデンス検証も併

せて実施する必要がある。学校紹介及び商業系授業を中心に模擬授

業を、年間 15校程度実施。

また、中学校訪問は 90 校程度実施し、本校のＰＲ、認知・理解度向

上を図ることにより、定員確保に努めた。４月には新入生を対象に

交通安全教室を開催。自転車のマナー教育を含めて命の大切さを伝

え、交通安全意識の高揚を図った。７月には防災訓練として、航空

自衛隊浜松基地隊員 70 名に来校いただき、災害発生時など万一に

備え、実践的な搬送訓練を行った。８月には静岡産業大学との連携

協定を結び、経営学やスポーツ科学といった大学の専門性を高校教

育や部活動に取り入れるなど高大連携を推進した。９月には交通安

全指導員による交通講話を全校生徒対象に実施。10月には産業大学

との協定事業で部活動の部員たち、教諭も含め「チームビルディン

グを生かした仲間とうまくやっていく方法」という題目で講座を聞

いた。商業の授業でも大学より講師を派遣していただき、「コミュニ

ケーションとして働く造形表現」といった講義や、大学に訪問して、

心理学などを拝聴し、学びを深めることができた。今後も積極的な

交流を模索している。１月には地元の「笠井だるま市」において商

店街とコラボレーションを企画し、各種商品販売を実施。商品の箱

詰めから販売までを体験し、地域にも貢献した。

運動部では柔道部が女子 52 ㎏級新人戦西部地区 2位（県大会出場）。

男子バレー部が新人大会西部地区予選７位（県大会出場）。卓球部が

東海卓球選手権大会県予選で女子シングルの部ベスト 64（東海大会

出場）。女子ソフトボール部が新人戦西部地区予選９位（県大会出

場）。女子テニス部が県総合体育大会個人戦ダブルス（県大会出場）。

弓道部が新人戦西部地区予選個人戦、個人戦女子３名、男子３名（県

大会出場）男子団体戦西部地区５位（県大会出場）。剣道部が３段審

査において高校生最高段位３段審査合格。サッカー部が高校サッカ

ー選手権静岡県大会３回戦進出、新人体育大会（県大会出場）。

水泳部が西部地区男子総合４位、女子総合３位、個人・リレー等 35

種目（県大会出場）県大会男子総合９位、女子総合８位

文化部ではダンス部が MUSICDAYS2024 ワイルドカードダンス部門

日本工学院ミュージックカレッジ賞受賞、第 10 回浜松いわしんダ

ンスパフォーマンスコンテスト優勝、高校ストリートダンスグラ

ンプリ 2025 決勝大会出場、ワープロ部が第 61 回西部地区ワープ

ロ新人競技会において、ワープロの部団体準優勝、個人準優勝、

英文ワープロの部団体準優勝。簿記部が新人競技会、１年生の部

団体５位。美術部が高総文祭美工専門部西部展入選、文化祭ポス

ター、地域の各種催しのポスターや記念品デザイン。
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吹奏楽部が施設訪問演奏、協働センターまつり演奏、ウィンターコ

ンサート（はままつフルーツパーク）、航空自衛隊 70周年記念浜松

基地ふれあいコンサート、スプリングバンドフェスティバル。書道

部では、高齢者福祉施設での書道教室。笠井協働センターまつりパ

フォーマンス。写真部、美術部、書道部が笠井だるま市にて作品展

示。

令

和

７

年

度

「地域と連携したキャリ

ア教育」を推進している。

全学年全生徒の進学を希

望する生徒に対しての補

習等を実施している。選択

科目の学習指導において、

生徒の授業理解を向上さ

せるため、引き続き習熟度

等による少人数教育を行

っている。地域中学校生徒

に対して、商業科職員が商

業科目の模擬授業、管理職

が学校説明会や訪問する

ことにより、本校の PR、認

知、理解度向上を図った。

また、交通安全講話や指導

を定期的に実施する。交通

安全委員が登校時に交通

安全を定期的に呼びかけ

る。保護者と連携した交通

指導を実施する。協働セン

ター・地域行事、催し物に

おいて、地域自治体、商店

街との連携を行う。

３年商業科を対象に６月 19 日、20 日の二日間、地元企業の御協力

で就業体験実習を実施し、約 40 社の企業のお世話になった。基礎学

力の定着と実力養成のために、全学年全生徒の進学を希望する生徒

を対象に補習を継続実施した。習熟度等による少人数教育の効果

は、感覚的には誰もが認めるところであるが、今後エビデンス検証

も併せて実施する必要がある。学校紹介及び商業系授業を中心に模

擬授業を、10 校程度実施、今後も中学校からの要望に応えていきた

い。

また、中学校訪問は４月より 90 校程度実施し、本校のＰＲ、認知・

理解度向上を図ることにより、定員確保に努めた。４月には新入生

を対象に交通安全教室を開催。自転車のマナー教育を含めて命の大

切さを伝え、交通安全意識の高揚を図った。７月には防災訓練とし

て、避難訓練とともに、防災グッズ仕分けゲームを全校生徒が体験

し、災害を自分事としてとらえ猛暑の中での訓練を行った。９月に

は交通安全指導員による交通講話を全校生徒対象に実施。昨年度に

引き続き静岡産業大学との連携協定を活用し、大学に出向いての体

験授業など実施する予定であり、高大連携を推進した。１月には地

元の「笠井だるま市」において商店街とコラボレーションを企画し、

商品の箱詰めから販売までを体験し、販売実習を通して、地域に貢

献する予定である。

部活動では柔道部が個人男子 100 ㎏級総体西部 4 位、100 ㎏超級西

部 1位（県大会出場）。男子バレーボール部が新人大会西部地区予選

８位（県大会出場）。県ベスト 32。卓球部が総体県大会出場、中部

日本選手権ベスト 32（本大会出場）。全日本ジュニア西部地区予選

女子シングルベスト 48（県大会出場）。女子ソフトボール部が選手

権県大会出場。女子バスケットボール部インターハイ西部地区大会

９位（県大会出場）。弓道部が西部地区大会個人戦女子２名、男子２

名ともに県大会出場。サッカー部が高校総体静岡県大会西部地区大

会決勝トーナメント出場。水泳部が西部地区男子総合６位、女子総

合５位、個人・リレー等 24 種目で入賞、合計 35種目（県大会出場）。

男女リレー５種目、個人１種目（東海大会出場）

文化部ではダンス部がマイナビ HIGH SCHOOL COMPETITION（両国国

技館出場）。高校ストリートダンス選手権 2025 決勝大会 審査員特

別賞受賞、高校ダンス部コンテスト in磐田 2025 優勝。第 18 回日本

高校ダンス部選手権（全国大会出場）。全日本高校ストリートダンス

クライマックス 2025FINAL 出場。ビジネス計算部が第 72 回全国ビ

ジネス計算競技大会出場。吹奏楽部が各種コンサートで演奏。浜松

基地納涼の夕べにて演奏。第 66 回静岡県吹奏楽コンクール高等学

校西部地区大会銀賞。美術部が高総合文化祭美工専門部展入選、奨

励賞２名、特選１名。各イベントでのポスターデザイン、チラシ作

成。書道部が各イベントへの書道パフォーマンス参加。全国書画展

覧会特選２名、奨励賞６名。硬筆書写検定準２級合格。
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５ 教職員について

(1) 前年度異動状況の増減 （単位：人）

（令和７年８月 31 日現在）

(2)現員数 （単位：人）

※再任用教諭：週 19 時間 25 分 ５人 週 38 時間 45 分 ３人

(3)健康管理について

ア 令和６年度の目標と成果

労働安全衛生法、学校保健安全法等に基づき、年齢に応じて必要な健康診断をすべての職員が

受診し、疾病の早期発見、早期治療に努める。

また、職員安全衛生委員会では、委員により校内や学校敷地内での危険箇所の点検を行い改善

の指針とした。

職名

区分

本 務 職 員 臨時・会計年度任用職員

合

計

教育職員 行政職員
本

務

計

教

諭

非
常
勤
講
師

非
常
勤
嘱
託
員

部
活
動
支
援
員

小

計

校

長

教

諭

小

計

事

務

長

主

査

小

計

転出者 ６ ６ １ １ ２ ８ ２ ２ 10

退職者 １ ４ ５ ５ １ ３ １ ５ 10

再任用(退職） ２ ２ ２ ２

転入者 １ ７ ８ １ ２ ３ 11 11

新任者 ２ ２ ２ １ ４ １ １ ７ ９

再任用(新任) ４ ４ ４ ４

差引増減 １ １ １ １ ２ △２ １ １ ２

職

名

区

分

本 務 職 員

本

務

計

臨時・会計年度任用職員

教育職員 行政職員
教

諭

主

事

外
国
語
指
導
講
師

非
常
勤
講
師

非
常
勤
嘱
託
員

非
常
勤
労
務
職
員

部
活
動
支
援
員

小

計

合

計

校

長

副

校

長

教

頭

教

諭

養

護

教

諭

実

習

助

手

小

計

事

務

長

主

査

主

任

小

計

男 １ １ 1 34 37 １ １ １ ３ 40 ２ ４ ３ 1 10 50

女 17 ２ ３ 22 １ １ ２ 24 １ １ ３ ５ 29

計 １ １ １ 51 ２ ３ 59 １ ２ ２ ５ 64 ２ １ １ ７ ３ 1 15 79
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イ 令和７年度の目標

労働安全衛生法、学校保健安全法等に基づき、年齢に応じて必要な健康診断をすべての職員が

受診し、疾病の早期発見、早期治療に努める。

また、職員安全衛生委員会では、委員により校内や学校敷地内での危険箇所の点検を行い改善

の指針とする。

（4）教職員の研修について

ア 令和６年度の目的、内容及び成果、課題

昨年度に引き続き、教師として絶えず資質の向上に努めるため、以下の研修を実施した。

研修の目的 研修内容及び成果 課題

ａ

・緊急時に適切な対処がで

きるよう、救急法の正しい

知識と技術を身に付ける。

・AED、エピペンへの理解と

対応力の向上を図る。

職員研修会の開催

期日：５月 21 日（火）

内容：職員事故対応研修（上石田消

防署職員講師）

※エピペン４月５日（金）実施

ＡＥＤ ５月17日（火）実施

昨年度より継続実施。

多様化かつ高度化す

る救急法について、今

後も継続した研修が

必要である。

ｂ

教職員が意識を高く持ち、

授業における指導技術の向

上を図る。

授業公開週間の開催（計２回）

６月11日(火)～６月21日(金)

10月22日(火)～11月１日(金）実施

成果：若手、ベテラン教員相互の授

業技術向上を目的とし、教科を越

えて授業を参観し、授業改善のた

めの意見交換を行った。

全ての教員が常に指

導力向上の意識を持

ち、相互参観をしやす

いような雰囲気づく

りが必要である。

ｃ

学習指導要領が改訂され、

基本的な変更点、履修順序

の留意点や学習評価の在り

方を再確認し、本校の新教

育課程編成に対応すべき資

質を養う。

各教科で実施

内容：「教育課程説明会報告」「観点

別評価の振り返り」

各教科における観点別評価の取組

事例発表を実施した。

各教科の観点別評価

の在り方・共通理解が

喫緊の課題となる。引

き続き来年度に向け

て、改善を図ってい

く。

ｄ

クラスや部活動等、人との

関わりについて難しさを抱

える生徒が解決の糸口を掴

み、今後充実した学校生活

を送るための一助となるこ

とを目的とする

定期訪問における研修

期日：５月24日（金）

「発達支持的な生徒指導」に関する

研修を行い、共通理解を図った。

職員研修会の開催

期日：10月２日（水）

内容：「（スポーツのチームビルディ

ングを生かした）仲間とうまくやっ

ていく方法」について、静岡産業大

学の木村駿介先生による講話を実

施。

支える指導への転換

を日常の教育活動で

実践していくことを

通して、教員のスキル

を高めていく必要が

ある。

ｅ

不祥事根絶を目的とし、教

職員のコンプライアンス推

進をはかるための研修を実

施する。

定例の職員会議の最後にあらゆる

テーマで不祥事根絶に関わる研修

を実施する。若手教員によるスピー

チを９月から実施し、若手教員が振

り返ることはもとより、他の教員が

教職への使命や誇りを高める機会

とした。

限られた時間の中で

いかに効果的な研修

となるよう企画して

いくかが課題。
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イ 令和７年度の目的、内容及び成果、課題

教師として絶えず資質の向上に努めるため、校内研修を通し、知識や教養の幅を拡げ、頼もし

い教職員としての能力を育成するための研修を実施する。

研修の目的 研修内容及び成果 課題

ａ

・緊急時に適切な対処がで

きるよう、救急法の正しい

知識と技術を身に付ける。

・AED、エピペンへの理解と

対応力の向上を図る。

職員研修会の開催

期日：５月 21 日（水）

内容：職員事故対応研修（上石田消

防署職員講師）

※エピペン４月４日（金）実施

昨年度より継続実施。

多様化かつ高度化す

る救急法について、今

後も継続した研修が

必要である。

ｂ

教職員が意識を高く持ち、

授業における指導技術の向

上を図る。

授業公開週間の開催（計２回）

６月２日(月)～６月27日(金)

10月20日(月)～10月31日(金）予定

成果：若手、ベテラン教員相互の授

業技術向上を目的とし、教科を越え

て授業を参観し、授業改善のための

意見交換を行う。

全ての教員が常に指

導力向上の意識を持

ち、相互参観をしやす

いような雰囲気づく

りが必要である。「問

い」の設定や「アウト

プット」を取り入れた

授業を進めるよう改

善していく。

ｃ

学習指導要領が改訂され、

基本的な変更点、履修順序

の留意点や学習評価の在り

方を再確認し、本校の新教

育課程編成に対応すべき資

質を養う。

各教科で実施

内容：「教育課程説明会報告」「観点

別評価の振り返り」

各教科において、観点別評価の改善

を進める。

各教科の観点別評価

の在り方・共通理解が

喫緊の課題となる。引

き続き来年度に向け

て、改善を図ってい

く。

ｄ

クラスや部活動等、人との

関わりについて難しさを抱

える生徒が解決の糸口を掴

み、今後充実した学校生活

を送るための一助となるこ

とを目的とする

人権感覚を養う研修（年３回）

人権感覚チェックシートを活用し

て各自振り返るとともに、各自の目

標を立て宣言することを通して、

職員全体で人権感覚を養うことを

目指す。

定期訪問による研修

期日：９月５日（金）

「発達支持的な生徒指導」の研修を

通して、スキルアップを図る。

研修を通して「指導

観」の転換を図り、学

校全体の文化を変革

していく必要がある。

ｅ

不祥事根絶を目的とし、教

職員のコンプライアンス推

進をはかるための研修を実

施する。

定例の職員会議の最後にあらゆる

テーマで不祥事根絶に関わる研修

を実施する。昨年度に引き続き、若

手教員によるスピーチを実施し、若

手教員が振り返ることはもとより、

他の教員が教職への使命や誇りを

高める機会とする。

限られた時間の中で

いかに効果的な研修

となるよう企画して

いくかが課題。
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６ 防災対策について

(1)令和６年度の目的及び内容、成果、課題

(2)令和７年度の目的及び内容、成果、課題

目的及び内容 成果 課題

ａ

第１回防災訓練の実施

期日：７月 18 日（木）

対象：全校生徒及び職員

目的：救急搬送訓練

自衛隊員 70 人に来校していただ

き、救急搬送訓練を実施した。一

人搬送、二人搬送等について指導

を受け、実際に体験した。

初めての試みであ

ったが、生徒は意

欲的に参加し、大

きな成果をあげ

た。

ｂ

第２回防災訓練の実施

期日：９月２日（月）

対象：全校生徒及び職員

目的：地震及びそれに伴う火災

を想定した避難訓練

※第１回防災訓練が実施できたた

め、時期も近いこともあり中止。

例年、７月に実施

できた場合は中止

していることか

ら、訓練時期の再

考をしたい。

ｃ

第３回防災訓練の実施

期日：12 月１日（日）

対象：全校生徒及び職員

目的：地域防災訓練への参加

居住区で実施される地域防災訓練

に、生徒、職員とも参加するよう

メール配信等で積極的に呼び掛け

た。また、教職員の積極的な参加

も促した。

ｄ

第４回防災訓練の実施

期日：12 月 19 日（木）

対象：全校生徒及び職員

目的：体験型訓練による防災意

識の高揚

生徒が体験できる参加型の防災訓

練を実施した。

１年：救助袋脱出訓練

２年：消火器体験

３年：煙体験

目的及び内容 成果 課題

ａ

第１回防災訓練の実施

期日：７月 17 日（木）

対象：全校生徒及び職員

目的：災害時や緊急時に想像力

を働かせて冷静な判断ができる

ように防災グッズ仕分けゲーム

を実施。また、避難経路の確認

を行う。

グループごとにもしもの際に備え

る防災グッズを考えさせることを

通して、多くの気づきが得られた

ようである。選定理由も考えさせ、

全体で共有したことで、さらに考

えを深めることができた。また、

避難経路の確認は素早く適切に実

施できた。

初めての試みであ

ったが、生徒は意

欲的に参加し、大

きな成果をあげ

た。避難後の教職

員の人員確認が課

題である。

ｂ

第２回防災訓練の実施（予定）

期日：12 月７日（日）

対象：全校生徒及び職員

目的：地域防災訓練への参加

居住区で実施される地域防災訓練

に、生徒、職員とも参加するよう

メール配信等で積極的に呼び掛け

る。また、教職員の積極的な参加

も促す。

ｃ

第３回防災訓練の実施（予定）

期日：12 月 18 日（木）

対象：全校生徒及び職員

目的：体験型訓練による防災意

識の高揚

生徒が体験できる参加型の防災訓

練を実施予定。

１年：救助袋脱出訓練

２年：消火器体験

３年：煙体験
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７ 学校開放について

コロナ禍前以降、利用日数、利用延べ人数ともに増加傾向にある。今後も多数の利用が見込め

ると考える。

（1）令和６年度

（2）令和７年度 （令和７年８月31日現在）

施 設 名 運 動 場 体 育 館 プール

種 目 名 サッカー バスケットボール、サッカー、水球 水 球

利 用 日 数 113日 47日 ８日

利 用 延 人 数 4,294人 823人 120人

利用者負担電気料 148,725 円

施 設 名 運 動 場 体 育 館

種 目 名 サッカー バスケットボール、サッカー

利 用 日 数 52日 36日

利 用 延 人 数 2,062人 741人

利用者負担電気料 62,533 円
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□□□□□□□□□

事務執行の根拠法令調

項 目 根 拠 法 令

１ 学校教育に関すること

２ 学校の管理・運営に関す

ること

教育基本法（第１条、第２条）

学校教育法（第１条、第２条、第３条、第50条、第51条、第52条

第60条）

学校保健安全法（第５条）

理科教育振興法（第11条）

産業教育振興法（第18条）

理科教育振興法施行令

産業教育振興法施行令

学校教育法施行規則

静岡県立学校設置条例

静岡県立高等学校学則

高等学校学習指導要領

学校教育法（第12条、第60条、第137条）

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（第33条）

教育公務員特例法（第21条、第22条、第23条、第24条）

学校保健安全法（第5条、第15条、第27条）

学校図書館法（第３条、第４条、第５条）

独立行政法人日本スポーツ振興センター法（第16条、第17条）

社会教育法（第43条、第45条、第47条、第48条）

高等学校等就学支援金の支給に関する法律（第３条～第７条）

静岡県立学校の授業料等の徴収に関する条例

静岡県立学校授業料等徴収規則

静岡県手数料徴収条例

静岡県立学校管理規則

静岡県高等学校等教育資金及び高等学校等奨学金貸与規則

静岡県情報公開条例施行規則

静岡県立学校職員安全衛生管理規程

静岡県教育委員会処務規程

静岡県教育委員会事務決裁規程

静岡県立学校の施設等の開放に関する要綱

高等学校遠距離通学費補助金交付要綱
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□□□□□□□

１　面積及び所有区分

  （令和７年８月31日現在）

4,048.46 33,103.38 

校 舎 敷 地 17,310.32 

運動場敷地 4,048.46 15,793.06 

建 3,040.94 3,040.94 

延 9,196.33 9,196.33 

建 1,326.44 1,326.44 

延 2,675.68 2,675.68 
武道場含む

弓道場他

建 1,814.51 1,529.81 284.70 

延 2,054.78 1,770.08 284.70 

建 254.49 254.49 

延 698.48 698.48 

400.00 400.00 
25ｍ×16m        
８コース

学　校　施　設　の　概　要

面  　  積　
所　　　有　　　内　　　訳

㎡ 県　　有　　㎡ 市町村有　㎡ 後援会有　㎡

学  校  敷  地 37,151.84 

17,310.32 

19,841.52 

プ    ー    ル

区      　　 　分 摘 　  要

内
　
　
　
訳

校　　　 　 舎

体    育   館

その他の建物

生    活    館
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（１）　校舎等の配置図

ﾎﾟﾝﾌﾟ室

（２）　学校施設の規模等（法面・演習林を除く）

2 配置・規模等

Ｎ

付

付

自
自転車置場

自 自転車置場

機械室

受水槽

機械室

区　　　分 学校敷地面積 校舎延面積 運動場面積

当　　　校 37,151.84㎡ 9,196.33㎡ 19,841.52㎡

県 平 均 45,574.48㎡ 9,782.41㎡ 22,506.84㎡

正
門

自転車置場

体 育 館
武 道 場

 ２　Ｆ

付
属
棟

便
所

ピ
ッ
チ
ン
グ
練
習
場

部室

本　館　４　F

新館 ３F 中 庭 ２　F
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル

南　館　４　F

体育器具庫

テ ニ ス コー ト
生
活
館

自
転
車
置
場

プール

弓
道
場

運 　動　 場
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学科別

学年
定員 男子 女子  計 定員 男子 女子  計 定員 男子 女子 計 定員 男子 女子 合計

160 73 81 154 40 20 10 30 80 23 40 63 280 116 131 247

１年
増  加 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

減  少 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 1

73 81 154 20 9 29 23 40 63 116 130 246

160 74 90 164 40 20 21 41 80 20 62 82 280 114 173 287

増  加 0 0 0 0 0 0 (1) 0 (1) (1) 0 (1)

減  少 2 4 6 0 1 1 0 4 4 2 9 11

２年
72 86 158 20 20 40 21 58 79 113 164 277

増  加 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

減  少 0 1 1 1 1 2 1 0 1 2 2 4

72 85 157 19 19 38 20 58 78 111 162 273

160 77 78 155 80 42 33 75 80 25 39 64 320 144 150 294

増  加 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

減  少 2 3 5 3 2 5 0 2 2 5 7 12

75 75 150 39 31 70 25 37 62 139 143 282

３年
増  加 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1

減  少 5 0 5 0 2 2 (1)1 1 (1)3 (1)6 3 (1)9

71 75 146 39 29 68 23 36 59 133 140 273

増  加 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

減  少 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1 0 1

71 75 146 38 29 67 23 36 59 132 140 272

216 241 457 77 57 134 66 134 200 359 432 791

□□□□□□□

在  籍  生  徒  調
       (令和 ７年８月31日現在)　

普　　通　　科 情報ビジネス科 総合ビジネス科 合　　　  計

区分

入 学 者

現   在

入 学 者

２年時当初

現   在

入 学 者

２年時当初

３年時当初

現   在

合　　計
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□□□□□□□

普 通 科
情  　報　　

 ﾋﾞｼﾞﾈｽ科
総  　合　　

ﾋﾞｼﾞﾈｽ科
計 普 通 科

情  　報　　　 
ﾋﾞｼﾞﾈｽ科

総  　合　　　 
ﾋﾞｼﾞﾈｽ科

計

120 80 80 280 160 80 80 320 

54 41 30 125 63 39 25 127 

72 43 52 167 97 34 52 183 

126 84 82 292 160 73 77 310 

54 41 30 125 63 39 25 127 

72 43 52 167 96 34 52 182 

126 84 82 292 159 73 77 309 

53 39 30 122 62 39 25 126 

70 43 50 163 96 34 52 182 

123 82 80 285 158 73 77 308 

1.05 1.05 1.03 1.04 1.00 0.91 0.96 0.97 

1.05 1.05 1.03 1.04 0.99 0.91 0.96 0.97 

男 52 39 30 121 62 39 25 126 

女 70 43 50 163 96 34 52 182 

計（F） 122 82 80 284 158 73 77 308 

1.02 1.03 1.00 1.01 0.99 0.91 0.96 0.96 

　区　　　分 令和　３　年　度 令和　４　年　度

学　科　別

生徒定員（A)

志願倍率（C）/（B）

受検倍率（D）/（B）

充 足 率（F）/（A）

入 学 志 願 者 及 び 入 学 者 数 調

募集者数（B) 　　　　　　 120 80 80 280 160 80 80 320 

志願者数

男

女

計（C)

受検者数

男

女

計（D)

合格者数

男

女

計（E）

入学者数
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普 通 科
情  　報　　　 

ﾋﾞｼﾞﾈｽ科
総  　合　　　 

ﾋﾞｼﾞﾈｽ科
計 普 通 科

情  　報　　　 
ﾋﾞｼﾞﾈｽ科

総  　合　　　 
ﾋﾞｼﾞﾈｽ科

計 普 通 科
情  　報　　　 

ﾋﾞｼﾞﾈｽ科
総  　合　　　 

ﾋﾞｼﾞﾈｽ科
計

160 80 80 320 160 40 80 280 160 40 80 280 

（0） （0） （1） （1） (3) (1) (4)

80 42 26 148 76 20 26 122 70 20 22 112 

（1） （1） （0） （2） (3) (3)

78 32 39 149 93 21 65 179 81 10 37 128 

（1） （1） （1） （3） (3) （0） (4) (7)

158 74 65 297 169 41 91 301 151 30 59 240 

（0） （0） （1） （1） (3) (1) (4)

78 42 25 145 76 20 25 121 70 20 22 112 

（1） （1） （0） （2） (3) (3)

78 32 39 149 93 21 65 179 81 10 37 128 

（1） （1） （1） （3） (3) （0） (4) (7)

156 74 64 294 169 41 90 300 151 30 59 240 

（0） （0） （0） （0） (3) (1) (4)

77 42 25 144 74 20 20 114 70 20 22 112 

（0） （1） （0） （1） (3) (3)

78 32 39 149 90 21 62 173 81 10 37 128 

（0） （1） （0） （1） (3) （0） (4) (7)

155 74 64 293 164 41 82 287 151 30 59 240 

0.99 0.93 0.81 0.93 1.06 1.03 1.14 1.08 0.94 0.75 0.74 0.86 

0.98 0.93 0.80 0.92 1.06 1.03 1.13 1.07 0.94 0.75 0.74 0.86 

77 42 25 144 74 20 20 114 73 20 23 116 

78 33 39 150 90 21 62 173 81 10 40 131 

155 75 64 294 164 41 82 287 154 30 63 247 

0.97 0.94 0.80 0.92 1.03 1.03 1.03 1.03 0.96 0.75 0.79 0.88 

令和　５　年　度 令和　６　年　度 令和　７　年　度

160 80 80 320 160 40 80 280 160 40 80 280 
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(高等学校用）

１　進路状況

４年度 5年度 6年度 ４年度 5年度 6年度 ４年度 5年度 6年度 4年度 5年度 6年度

145 116 153 82 80 66 78 74 73 305 270 292

120 88 112 41 45 21 36 44 25 197 177 158

大 学 ･ 短 大 54 38 36 5 10 5 4 7 2 63 55 43

内 専修・各種学校等 61 48 74 34 35 16 32 37 23 127 120 113

小　　　　　計 115 86 110 39 45 21 36 44 25 190 175 156

25 29 42 41 34 45 42 30 47 108 93 134

訳 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

5 1 1 2 1 0 0 0 0 7 2 1

0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1

145 116 153 82 80 66 78 74 73 305 270 292

２　求人状況

□□□□□□□

卒　　業　　生　　の　　動　　向　　調

学　　科　　別 普　通　科 情報ビジネス科 総合ビジネス科 (計)

年　　　　 　度

卒　業　生　徒　数

( 進 学 志 願 者 )

就　　　職　　　者

自　　　営　　　者

進  学  準  備  者

そ　　　の　　　他

合　　　　　計

区　　　　　　　分 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年８月末

就 職 希 望 者 数 128 87 135 111

求 人 数 372 402 422 410

求 人 倍 率 2.9 4.6 3.1 3.7

進
　
学
　
者
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３　資格取得状況
学　科　別 普通科 情報ビジネス科 総合ビジネス科 （計）

卒　業　生　徒　数 153 66 73 292
全商ビジネス計算実務検定1級（珠算） 1 1 2
全商ビジネス計算実務検定1級（電卓） 3 8 5 16
全商ビジネス計算実務検定2級（電卓） 4 15 19
全商ビジネス計算実務検定3級（電卓） 3 51 52 106
全商ビジネス実務検定3級ビジネス計算部門 3 3 3 9
全商ビジネス計算検定1級ビジネス計算部門 1 1
全商ビジネス計算検定2級ビジネス計算部門 1 1
全商ビジネス計算検定1級普通（電卓） 2 4 10 16
全商ビジネス計算検定2級普通（電卓） 1 5 6
全商ビジネス計算検定3級普通（電卓） 4 57 65 126
全商簿記実務検定1級（総合） 1 17 7 25
全商簿記実務検定1級会計 2 19 8 29
全商簿記実務検定1級原価計算 2 17 8 27
全商簿記実務検定2級 3 44 40 87
全商簿記実務検定3級 12 62 65 139
全商情報処理検定1級ビジネス情報部門 1 20 4 25
全商情報処理検定2級ビジネス情報部門 1 54 41 96
全商情報処理検定1級プログラミング部門 8 8
全商情報処理検定2級プログラミング部門 49 49
全商情報処理検定3級 57 60 117
全商商業経済検定１級（ﾏｰｹ・ﾋﾞ経A) 3 3
全商商業経済検定1級（ﾏｰｹ・ﾋﾞ法） 9 9
全商商業経済検定1級（商流・ビジ法） 2 2
全商商業経済検定1級(商流・ﾏｰｹ) 1 1 2
全商商業経済検定2級（ビジネス法規） 2 2
全商商業経済検定2級(ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ) 29 32 61
全商ビジネス文書実務検定１級 8 2 10
全商ビジネス文書実務検定２級 3 8 14 25
全商ビジネス文書実務検定１級速度部門 1 4 5
全商ビジネス文書実務検定２級速度部門 5 3 8
全商ビジネス文書実務検定１級文書部門 1 8 9
全商ビジネス文書実務検定２級文書部門 1 2 3
全商ビジネスコミュニケーション検定 13 50 63
全商財務諸表分析 4 2 6
全商財務会計 2 2
日商簿記検定2級 5 5 10
日商簿記検定3級 3 2 2 7
全経電卓計算能力検定六段 2 2
全経電卓計算能力検定五段 1 1
全経電卓計算能力検定三段 1 1
全経電卓計算能力検定１級 2 2
ビジネス能力検定３級 1 1
基本情報技術者試験 1 1
日情日本語ワープロ検定1級 3 3
日情日本語ワープロ検定準1級 2 2
日情日本語ワープロ検定2級 2 4 1 7
日情日本語ワープロ検定準2級 5 4 5 14
日情日本語ワープロ検定3級 58 51 53 162
日情日本語ワープロ検定4級 1 1 2
日情情報処理技能検定表計算1級 7 2 9
日情文書デザイン検定1級 3 6 1 10
日情文書デザイン検定3級 1 1
日情ホームページ作成検定1級 4 9 13
日情プレゼンテーション作成検定1級 2 2
日情文章入力スピード認定（日本語）1級 2 2
日情文章入力スピード認定（日本語）準1級 1 1
日情文章入力スピード認定（日本語）2級 1 1
日情文章入力スピード認定（英語）初段 1 1
日情文章入力スピード認定（英語）1級 2 1 3
ＩＴパスポート 5 5
日漢日本漢字能力検定2級 6 1 2 9
日漢日本漢字能力検定準2級 15 2 2 19
日漢日本漢字能力検定3級 28 1 1 30
日書硬筆書写技能検定準2級 2 2
日書硬筆書写技能検定3級 20 14 21 55
実用英語技能検定2級 1 1
実用英語技能検定準2級 3 3
実用英語技能検定3級 1 1

合　　　　　　　計 194 676 627 1497

（令和6年度）
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その他 そ の 他
（県内） （県外）

生　徒　数 755 24 0 9 3 791

構 成 比 ％ 95.5 3.0 0.0 1.1 0.4 100

区　　　分 自 転 車 バス 電車 徒　　歩 そ の 他 合　  計

生　徒　数 737 17 21 11 5 791

構 成 比 ％ 93.2 2.1 2.7 1.4 0.6 100

運 動 部 文 化 部 未加入者 計

15 13 28

１　　年 82 33 1 116

２　　年 70 31 10 111

３　　年 92 24 16 132

計（Ａ） 244 88 27 359

構成比 68.0 24.5 7.5 100

１　　年 52 78 0 130

２　　年 56 79 27 162

３　　年 64 44 32 140

計（Ｂ） 172 201 59 432

構成比 39.8 46.5 13.7 100

（Ａ＋Ｂ） 416 289 86 791

構成比 52.6 36.5 10.9 100

□□□□□□□

生　徒　の　状　況

１　生徒の出身地域及び通学方法

(1)  出 身 地　　　　　　　　　　　　　　 （令和７年８月31日現在）（単位：人）

(2) 通学方法　　　　　　　　　　　　　　 （令和７年８月31日現在）（単位：人）

２　部（クラブ）の加入状況               （令和７年８月31日現在）（単位：人）

区　　　　　分

部（ｸﾗﾌﾞ）数

市 町 名 浜 松 市 磐 田 市 湖 西 市 合　　計

男　子

女　子

合　　計
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空 白
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□□□□□□□

　（全日制）

人員 調定額 人員 調定額 人員 調定額 人員 調定額
人 円 人 円 人 円 人 円

5

6

40 1,188,000 40 1,188,000

32 950,400 38 1,128,600 70 2,079,000

8

10

11

計 40 1,188,000 32 950,400 38 1,128,600 110 3,267,000

9

49 2,425,500 49 2,425,500

26 1,287,000 48 2,376,000 74 3,663,000

11 ▲ 1 ▲ 49,500 ▲ 1 ▲ 49,500 ▲ 2 ▲ 99,000

12 ▲ 1 ▲ 49,500 ▲ 19,800 ▲ 1 ▲ 69,300

1

2

計 47 2,326,500 26 1,287,000 47 2,306,700 120 5,920,200

47 1,861,200 47 1,861,200

25 990,000 43 1,702,800 68 2,692,800

2

3

計 47 1,861,200 25 990,000 43 1,702,800 115 4,554,000

134 5,375,700 83 3,227,400 128 5,138,100 345 13,741,200

授 　 業 　 料 　 収　  納  　状  　況 　 調

調　　定　　の　　状　　況
１年 ２年 ３年 計

合計

期
別

月
別

4

7

8

10

12

1

一
期

二
期

三
期

- 28 -



収納率
円 ％ 円 円 Ａ． 3,267,000

（ 110人 ×9,900円×３月）

Ｂ. 収納権利増減(▲)額＝ 0

1,158,300 97.5 29,700

1,930,500 92.9 178,200

89,100 89,100

29,700 59,400

59,400 0

3,088,800 94.5 178,200 0 Ｃ. 収納必要額Ａ(±)Ｂ＝ 3,267,000

Ａ． 5,940,000
（ 120人 ×9,900円×５月）

Ｂ. 収納権利増減(▲)額＝ ▲ 19,800

2,326,500 95.9 99,000

3,336,300 91.1 425,700

▲ 99,000 198,000 326,700

▲ 69,300 79,200 316,800

99,000 217,800

49,500 168,300

5,494,500 92.8 425,700 0 Ｃ. 収納必要額Ａ(±)Ｂ＝ 5,920,200

Ａ． 4,554,000
（ 115人 ×9,900円×４月）

1,821,600 97.9 39,600 Ｂ. 収納権利増減(▲)額＝ 0

2,574,000 95.6 158,400

79,200 79,200

79,200

4,395,600 96.5 79,200 79,200 Ｃ. 収納必要額Ａ(±)Ｂ＝ 4,554,000

12,978,900 94.5 683,100 79,200 Ｄ.　収納必要額＝ 13,741,200

授 　 業 　 料 　 収　  納  　状  　況 　 調
（令和６年度）

収　納　の　状　況
納期内収納額

期首収納権利発生額＝

期首収納権利発生額＝

期首収納権利発生額＝

異動者等の状況納期後
収納額

収　入　　
未済額

〈内訳〉

〈内訳〉
3年：
　1人×9,900円×2月　10～11月　就学支援金認定

- 29 -



□□□□□□□

　（全日制）

人員 調定額 人員 調定額 人員 調定額 人員 調定額 人員 調定額
人 円 人 円 人 円 人 円 人 円

5 1 39,600 1 39,600 2 79,200

6

7

計 0 0 1 39,600 0 0 1 39,600 2 79,200

8

9

10

11

計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1

2

3

計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 1 39,600 0 0 1 39,600 2 79,200

       授 　 業 　 料 　 収　  納  　状  　況 　 調

調　　定　　の　　状　　況
１年 ２年 ３年 卒業生 計

合計

期
別

月
別

一
期

4

7

三
期

12

二
期

- 30 -



収納率
円 ％ 円 円 Ａ． 0

（ ０人 ×9,900円×３月）

0 0.0 39,600 39,600 Ｂ. 収納権利増減(▲)額＝ 79,200

39,600

39,600 0

0 79,200 0 Ｃ. 収納必要額Ａ(±)Ｂ＝ 79,200

Ａ．
（ ×9,900円×５月）

Ｂ. 収納権利増減(▲)額＝ 0

0 0 0 Ｃ. 収納必要額Ａ(±)Ｂ＝ 0

Ａ．
（ ×9,900円×４月）

Ｂ. 収納権利増減(▲)額＝ 0

0 0 0 Ｃ. 収納必要額Ａ(±)Ｂ＝ 0

0 0.0 79,200 0 Ｄ.　収納必要額＝ 79,200

       授 　 業 　 料 　 収　  納  　状  　況 　 調
（令和７年度）（令和７年８月31日現在）

収　納　の　状　況
納期内収納額

期首収納権利発生額＝

期首収納権利発生額＝

期首収納権利発生額＝

異動者等の状況納期後
収納額

収　入　　
未済額

〈内訳〉
R6年度Ⅲ期授業料収入未済　繰越調定
9,900円×4月×2人＝79,200円　

〈内訳〉

〈内訳〉
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□□□□□□□

  　

金融機関名 預金種類 口座番号 口座名義人 残高(円) 摘　　要

無利息型 静岡県立浜松東高等学校

普通預金 資金前渡者 校長 鈴木真一

0 公共料金等引落

0

0

預　　金　　調

（令和７年８月31日現在）

残　　高　　合　　計

静岡銀行市野支店 0365137 0 給与法定外控除

静岡銀行市野支店
無利息型
普通預金

0366163
（自振口）
静岡県立浜松東高等学校
資金前渡者 校長 鈴木真一

静岡銀行市野支店 普通預金 0586374
静岡県立浜松東高等学校
奨学給付金代理受領者
校長 鈴木真一

公奨学給付金等
代理受領用
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□□□□□□□

枚数 金　額 枚数 金　額 枚数 金　額 枚数 金　額 枚数 金　額 枚数 金　額 枚数 金　額

1 円券 0 0 16 16 16 16 0 0 0 0 0 0 0 0

10 円券 1 10 36 360 37 370 0 0 0 0 0 0 0 0

30 円券 0 0 0 0 0 0 0 0 1 30 1 30 0 0

50 円券 0 0 10 500 10 500 0 0 0 0 0 0 0 0

84 円券 47 3,948 0 0 47 3,948 0 0 0 0 0 0 0 0

100 円券 0 0 20 2,000 20 2,000 0 0 0 0 0 0 0 0

110 円券 0 0 1 110 1 110 0 0 1 110 1 110 0 0

120 円券 0 0 1 120 1 120 0 0 0 0 0 0 0 0

180 円券 0 0 0 0 0 0 0 0 1 180 1 180 0 0

300 円券 0 0 0 0 0 0 0 0 1 300 1 300 0 0

計 3,958 3,106 7,064 0 620 620 0

郵　　券　　等　　受　　払　　調

（令和７年8月31日現在）

（単位：枚、円）

令和　　６　　年　　度 令和　　７　　年　　度

繰　　越 受　　入 払　　出 繰　　越 受　　入 払　　出 差引現在高区分 種類 摘　　要

郵券
公　務　
連絡用
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□□□□□□□

左のうち、５年度
からの繰越額分

高等学校費 高等学校管理費 1,439,438

特別支援学校費 特別支援学校管理費 322,300

計 1,133,831 1,761,738 0

(14)
工事請負費

一般 教育費 教育委員会費 教育管理費 671,000

計 2,365,000 671,000 0

(17)
備品購入費

一般 教育費 高等学校費 高等学校管理費 0

計 92,400 0 0

(18)
負担金、補助及び交付金

一般 教育費 高等学校費 高等学校管理費 88,032,500

計 90,104,800 88,032,500 0

□□□□□□□

( 令和７年８月31日現在  ）　

教育委員会費 教育管理費 95,700

高等学校費 高等学校管理費 305,250 0

特別支援学校費 特別支援学校管理費 173,800

計 574,750

(18)
負担金、補助及び交付金

一般 教育費 高等学校費 高等学校管理費 20,496,400

計 20,496,400

委 託 料 等 歳 出 予 算 執 行 状 況 節 別 集 計 表

　　　執　 行　 済　 額　（円）　　　

委 託 料 等 歳 出 予 算 執 行 状 況 節 別 集 計 表

　　　執　 行　 済　 額　（円）　　　

うち、６年度からの繰越額分

0

0

0

0

0

節　　名 会計 款 項 目
５年度 ６年度

(12)
委託料

一般 教育費

節　　名 会計 款 項 目

(12)
委託料

一般 教育費
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(令和6年度)

当初額
変更

増減額
計

（事務関係） 円 円 円 円 円 円

1 998,800 998,800 -17,050 981,750 随契
R6.4.8
～R6.12.27

R6.8.2 499,400

R7.1.20 482,350

小計 981,750

2
産業廃棄物（乾電
池）収集運搬処分
業務委託

株式会社大
洋サービス

13,200 13,200 0 13,200 随契
R6.5.2
～R7.3.31

R7.2.6 13,200
産業廃棄
物処分

随契１号（少額）

3
産業廃棄物（乾電
池）収集運搬処分
業務委託

株式会社環
吉

5,500 5,500 0 5,500 随契
R6.5.2
～R7.3.31

R7.2.6 5,500
産業廃棄
物収集運
搬

随契１号（少額）

4 9,900円/㎥ 9,900円/㎥ 0 9,900円/㎥ 随契 R6.7.24 19,800 随契１号（少額）

他 他 他 R6.11.15 9,900 単価契約

R7.3.14 39,600

小計 69,300

5
産業廃棄物（薬
品）収集運搬業務
委託

日本産業廃
棄物処理株
式会社

47,498 47,498 0 47,498 随契
R6.11.25
～R7.3.31

R7.1.20 47,498
産業廃棄
物収集運
搬

随契１号（少額）

6
産業廃棄物（薬
品）処分業務委託

株式会社大
洋サービス

17,490 17,490 0 17,490 随契
R6.11.25
～R7.3.31

R7.1.20 17,490
産業廃棄
物処分

随契１号（少額）

7
樹木（敷地東側２
７本）剪定業務委
託

株式会社江
間種苗園

553,080 550,000 0 550,000 随契
R7.1.10
～R7.3.31

R7.4.7 550,000 樹木剪定 随契１号（少額）

8
産業廃棄物（一
般）収集運搬業務
委託

株式会社環
吉

11,000 11,000 0 11,000 随契
R7.1.15
～R7.3.31

R7.3.14 11,000
産業廃棄
物収集運
搬

随契１号（少額）

事務関係
計

８件 1,695,738

（工事関係）

9
既存小規模建築物
調査業務委託

（有）山口
一級建築士
事務所

66,000 66,000 0 66,000 随契
R6.12.1
～R7.3.31

R7.1.31 66,000
建築物法
適合調査

随契１号（少額）

工事関係
計

１件 66,000

合計 1,761,738

参考
1

可燃物収集運搬処
分業務委託

環境保全
(株)

収集運搬料
1校1回715円
処分料
1kg13.2円

0

収集運搬料
1校1回715円
処分料
1kg13.2円

R6.4.8
～R7.3.31

可燃ごみ
収集運搬
処分

浜松大平台高等学校

参考
2

消防用設備等保守
点検業務委託

静岡県消防
設備保守点
検業協同組
合

18,810,000 0 18,810,000
R6.4.1
～R7.3.31

自動火災
報知設備
等消防設
備保守点

浜松湖北高等学校

参考
3

汚水処理施設・浄
化槽保守点検業務
委託保守点検業務
委託

管理事業
(有)

3,524,400 0 3,524,400
R6.4.1
～R7.3.31

し尿浄化
槽保守点
検及び消
毒薬補充

新 居 高 等 学 校

参考
4

自家用電気工作物
保安管理業務委託

遠鉄アシス
ト㈱

4,755,960 356,741 5,112,701
R6.4.1
～R7.3.31

電気工作
物保安点
検

浜松城北工業高等学
校

参考
5

警備業務委託 セコム㈱ 10,164,000 0 10,164,000
R1.10.1
～R6.9.30

学校警備
業務

浜松工業高等学校

参考
6

警備業務委託 セコム㈱ 14,256,000 0 14,256,000
R6.10.1
～R11.9.30

学校警備
業務

浜松工業高等学校

参考
7

建築基準法第12条
に基づく定期点検
業務委託

（有）山口
一級建築士
事務所

2,200,000 0 2,200,000
R6.11.22
～R7.3.24

建築基準
法12条点
検

浜 北 西 高 等 学 校

□□□□□

委託料に関する調

契約金額
整理
番号

委託業務名 受託者
当初

設計金額

契約
締結
方法

契約期間
支出

年月日
金額

委託業務
の内容

摘要

プール循
環装置保
守点検

随契１号（少額）浜
松北、浜松西、浜松
商業、浜松南、浜松
湖東、浜松湖南、浜
松江之島、浜松東、
浜松工業、浜松城北
工業、浜名、浜北
西、天竜・春野校
舎、天竜、浜松湖
北・佐久間分校、浜
松湖北、新居、湖
西、浜松特支、浜松
視覚特支、浜松聴覚
特支、西部特支、浜
北特支、天竜特支、
浜名特支、浜松みを
つくし特支

プール浄化装置保
守点検業務委託
（２６校分）

清化工業株
式会社

産業廃棄物処分業
務委託（単価契
約）

株式会社環
吉

R6.6.1
～R7.3.31 産業廃棄

物処分
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(令和７年度)

当初額
変更

増減額
計

（事務関係） 円 円 円 円 円 円

1
プール浄化装置保
守点検

清化工業株
式会社

995,500 995,500 -37,400 958,100 随契
R7.4.10
～R7.12.26

R7.7.31 479,050

2
産業廃棄物処分業
務委託（単価契
約）

株式会社環
吉

9,900円/㎥ 9,900円/㎥ 0 9,900円/㎥ 随契
R7.6.5
～R8.3.31

産業廃棄
物処分

随契１号（少額）

事務関係
計

２件 479,050

（工事関係）

3
調査（石綿含有調
査業務委託）

ユーロフィ
ン日本総研
（株）

159,500 95,700 0 95,700 随契
R7.7.14
～R7.9.13

R7.8.12 95,700
建材有害
物質調査

随契１号（少額）

工事関係
計

１件 95,700

合計 574,750

参考
1

可燃物収集運搬処
分業務委託

環境保全
(株)

収集運搬料
1校1回770円
処分料
1kg13.2円

0

収集運搬料
1校1回770円
処分料
1kg13.2円

R7.4.7
～R8.3.31

可燃ごみ
収集運搬
処分

浜松大平台高等学校

参考
2

消防用設備等
保守点検業務委託

静岡県消防
設備保守点
検業協同組
合

19,250,000 0 19,250,000
R7.4.1
～R8.3.31

自動火災
報知設備
等消防設
備保守点

浜松湖北高等学校

参考
3

汚水処理施設・浄
化槽保守点検業務
委託保守点検業務
委託

管理事業
(有)

3,916,770 0 3,916,770
R7.4.1
～R8.3.31

し尿浄化
槽保守点
検及び消
毒薬補充

新 居 高 等 学 校

参考
4

自家用電気工作物
保安管理業務委託

遠鉄アシス
ト㈱

4,755,960 0 4,755,960
R7.4.1
～R8.3.31

電気工作
物保安点
検

浜松城北工業高等学
校

参考
5

警備業務委託 セコム㈱ 14,256,000 0 14,256,000
R6.10.1
～R11.9.30

学校警備
業務

浜松工業高等学校

□□□□□

委託料に関する調

(令和７年８月31日)

契約金額
整理
番号

委託業務名 受託者
当初

設計金額

契約
締結
方法

契約期間
支出

年月日
金額

委託業務
の内容

摘要

プール循
環装置保
守点検

随契１号（少額）浜
松北、浜松西、浜松
商業、浜松湖東、浜
松湖南、浜松江之

島、浜松東、浜松工
業、浜松城北工業、
浜名、浜北西、天

竜、浜松湖北・佐久
間分校、浜松湖北、
新居、湖西、浜松特
支、浜松視覚特支、
浜松聴覚特支、西部
特支、浜北特支、天
竜特支、浜名特支、
浜松みをつくし特支
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□□□□□

（令和６年度 ）

整理
番号

負担根拠 支出年月日

円

22,344,300

2 〃
全 日 制 高 等 学 校
授 業 料
（ Ⅱ 期 738 名 分 ）

〃
高 等 学 校 に 在 籍 す る
生 徒 の 授 業 料 に 充 当

36,323,100  6.10.31

3 〃
全 日 制 高 等 学 校
授 業 料
（ Ⅱ 期 ２ 名 分 ）

〃
高 等 学 校 に 在 籍 す る
生 徒 の 授 業 料 に 充 当

99,000  6.11.14

4 〃
全 日 制 高 等 学 校
授 業 料
（ Ⅱ 期 １ 名 分 ）

〃
授業料納入済みの認定
者 へ 支 給

49,500  6.12. 6

5 〃
全 日 制 高 等 学 校
授 業 料
（ Ⅱ 期 １ 名 分 ）

〃
高 等 学 校 に 在 籍 す る
生 徒 の 授 業 料 に 充 当

49,500  7. 1.10

6 〃
全 日 制 高 等 学 校
授 業 料
（ Ⅲ 期 735 名 分 ）

〃
高 等 学 校 に 在 籍 す る
生 徒 の 授 業 料 に 充 当

29,046,600  7. 1.31

7 〃
全 日 制 高 等 学 校
授 業 料
（ Ⅱ 期 １ 名 分 ）

〃
授業料納入済みの認定
者 へ 支 給

49,500  7. 2. 3

8 〃
全 日 制 高 等 学 校
授 業 料
（ Ⅱ 期 １ 名 分 ）

〃
授業料納入済みの認定
者 へ 支 給

49,500  7. 2.25

9 〃
全 日 制 高 等 学 校
授 業 料
（ Ⅱ 期 ２ 名 分 ）

〃

転学者に係る公金振替
済の就学支援金につい
て 戻 入 振 替

△ 19,800  7. 2.28

10 〃
全 日 制 高 等 学 校
授 業 料
（ Ⅲ 期 １ 名 分 ）

〃

転学者に係る公金振替
済の就学支援金につい
て 戻 入 振 替

△ 29,700  7. 2.28

11 〃
全 日 制 高 等 学 校
授 業 料
（ Ⅱ 期 １ 名 分 ）

〃
高 等 学 校 に 在 籍 す る
生 徒 の 授 業 料 に 充 当

19,800  7. 3. 5

12 〃
全 日 制 高 等 学 校
授 業 料
（ Ⅲ 期 １ 名 分 ）

〃

転学者に係る公金振替
済の就学支援金につい
て 戻 入 振 替

△ 19,800  7. 3. 7

13 〃
全 日 制 高 等 学 校
授 業 料
（ Ⅲ 期 １ 名 分 ）

〃

誤戻入振替修正のため
の 公 金 振 替
( 整 理 番 号 10)

29,700  7. 3. 7

14 〃
全 日 制 高 等 学 校
授 業 料
（ Ⅲ 期 １ 名 分 ）

〃
授業料納入済みの認定
者 へ 支 給

19,800  7. 3.21

15
全 国 商 業 高 校 長 協 会
春 季 総 会 等 参 加 費

全 国 商 業 高 等
学 校 長 協 会

納 入 通 知
全国 商業 高校 長協 会
春 季 総 会 等 参 加 費

5,500  6. 4.22

16
全 国 高 等 学 校 長 協 会
総会研究協議会参加費

全 国 高 等 学 校 長
協 会

〃

全国 高等 学校 長協 会
総 会 研 究 協 議 会
参 加 費

4,000  6. 5.14

17
甲種防火管理新規講習
参加費

一般財団法人 日本
防 火 ・ 防 災 協 会

〃
甲種防火管理新規講習参
加                           費

8,000  6. 6.18

18
東海四県高等学校長生
徒指導連絡協議会参加

費

東海四県高等学校
長生徒指導連絡協
議 会

〃
東海四県高等学校長生徒
指導連絡協議会参加費

2,000  6. 7. 9

19
東海地区高等学校教頭・
副 校 長 連 絡 協 議 会
参 加 費

東海地区高等学校
教頭・副校長連絡協
議 会

〃

東海 地区 高等 学校 教
頭・副校長連絡協議会
参 加 費

2,000  6. 9.30

88,032,500

負　　担　　金　　支　　出　　調

負　担　金　名 交　　付　　先 事　　業　　内　　容 負 担 金 額

計 19件

1
高 等 学 校 等
就 学 支 援 金

全 日 制 高 等 学 校
授 業 料
（ Ⅰ 期 753 名 分 ）

高 等 学 校 等
就 学 支 援 金
の 支 給 に 関
す る 法 律

高 等 学 校 に 在 籍 す る
生 徒 の 授 業 料 に 充 当

 6. 7.31
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□□□□□

（令和７年度 ）
(令和７年８月31日現在）

整理
番号

負担根拠 支出年月日

円

20,473,200

2
全 国 高 等 学 校 長 協 会
総会研究協議会参加費

全 国 高 等 学 校 長
協 会

納 入 通 知

全国 高等 学校 長協 会
総 会 研 究 協 議 会
参 加 費

4,000  7. 4.30

3
特別管理産業廃棄物管
理責任者に関する講習
会 受 講 料

公益財団法人日本
産業廃棄物処理振
興 セ ン タ ー

〃

特別管理産業廃棄物管
理責任者に関する講習
会 受 講 料

13,200  7. 7.11

4
全国普通科高等学校長
協会総会研究協議会参
加 費

全 国 高 等 学 校 長
協 会

〃

全国普通科高等学校長
協会総会研究協議会参
加 費

6,000  7. 8.14

20,496,400

負　　担　　金　　支　　出　　調

負　担　金　名 交　　付　　先 事　　業　　内　　容 負 担 金 額

計 ４件

1
高 等 学 校 等
就 学 支 援 金

全 日 制 高 等 学 校
授 業 料
（ Ⅰ 期 690 名 分 ）

高等学校等
就学支援金
の支給に関
す る 法 律

高 等 学 校 に 在 籍 す る
生 徒 の 授 業 料 に 充 当

 7. 7.31
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□□□□□

整理 当 初

番号 設 計 金 額 当 初 額 変更増減額 計

円 円 円 円

671,000 671,000 0 671,000

合　　計 1件 671,000 671,000 0 671,000

□□□□□

整理 当 初

番号 設 計 金 額 当 初 額 変更増減額 計

円 円 円 円

30,217,000 29,700,000 0 29,700,000

合　　計 1件 30,217,000 29,700,000 0 29,700,000

建　　　築　　　工　　　事　　　調

契 約 金 額

建　　　築　　　工　　　事　　　調

契 約 金 額

予 算
科 目

工 事 名 工事箇所

1
教育
管理
費

浜松東高等学
校本館１階職
員トイレ改修
工事

浜松市中
央区笠井
新田町地
内

予 算
科 目

工 事 名 工事箇所

参考
１

教育
管理
費

浜松東高等学
校消火栓ポン
プ更新工事

浜松市中
央区笠井
新田町地
内
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（令和６年度）

円

着手 令達年月日
R6.11.26 6.10.28

完成 最終支払年月日
R7.3.5 7.3.31

671,000

（令和７年度）
（令和７年８月31日現在）

円

着手
R7.6.10

完成
R8.1.16

11,880,000

建　　　築　　　工　　　事　　　調

建　　　築　　　工　　　事　　　調

契約
締結
方法

受注者
着手

完成（予定）
年月日

支出済額 工事概要
公有
財産
台帳

摘要

随契
明管工
業株式
会社

671,000
職員トイレ
オストメイ
ト対応

―

契約
締結
方法

受注者
着手

完成（予定）
年月日

支出済額 工事概要
公有
財産
台帳

摘要

静西興
業株式
会社

11,880,000
消火栓ポン
プの更新

未

静岡県浜松土木
事務所
建築住宅課　　
建築住宅班
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数 量 又　　
は 面 積

台  帳    
価  格

数量又
は面積

台  帳    
価  格

数量又は
面積

台  帳    
価  格

数 量 又　　
は 面 積

台  帳    
価  格

千円 千円 千円 千円
144,020 4,647 139,373

㎡ ㎡
4,048.46 91,380 4,048.46 91,380

本 本
65 11,049 65 11,049
㎡ ㎡

5,897.19 5,897.19
13,642.09 13,642.09

個 個
62 41,298 4,354 62 36,944

普 通 財 産

㎡ ㎡

㎡ ㎡

個 個

公有財産に準ずるもの 213 213

件 件
5 213 5 213

数 量 又　　
は 面 積

台  帳    
価  格

数量又
は面積

台  帳    
価  格

数量又は
面積

台  帳    
価  格

数 量 又　　
は 面 積

台  帳    
価  格

千円 千円 千円 千円
139,373 171 139,202

㎡ ㎡
4,048.46 91,380 4,048.46 91,380

本 本
65 11,049 2 171 63 10,878
㎡ ㎡

5,897.19 5,897.19
13,642.09 13,642.09

個 個
62 36,944 62 36,944

普 通 財 産
㎡ ㎡

㎡ ㎡

個 個

公有財産に準ずるもの 213 213
件 件
5 213 5 213

□□□□□

公　有　財　産　調

　　　         　    　    （令和６年度）

６年３月31日現在 増 減 ７年３月31日現在

　　　         　    　    （令和７年８月31日現在）
7年３月31日現在 増 減 ７年８月31日現在

摘 要

行 政 財 産

土 地

立 木 竹

建 物
293 293

工 作 物

土 地

建 物

工 作 物

電 話 加 入 権

摘 要

行 政 財 産

土 地

立 木 竹

建 物

工 作 物

土 地

建 物

工 作 物

電 話 加 入 権
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□□□□□

 

台 帳 現 況 単 価

校舎敷地
土　地 運 動 場

円 ﾃﾆｽｺ ｰﾄ
〃 124.62 370.18

円 自 動
〃 4.00 690.75 販 売 機

設置用地
通 行 路

〃 5.60 （占用許可）

円
128.62

弓 道 場
建　物 158.70

158.70
生 活 館

〃 254.49
698.48

ﾋ ﾟ ｯ ﾁﾝ ｸ ﾞ
〃 126.00 練 習 場

126.00

539.19
983.18

ｸ ﾞ ﾗ ｳ ﾝ ﾄ ﾞ
工作物 3.00 夜間照明

ﾃﾆｽｺ ｰﾄ
夜間照明

〃 〃 〃 1.00

弓道場用
〃 1.00 防砂ﾈｯﾄ

〃 1.00 〃

普通教室
〃 1.00 空 調

特別教室
〃 1.00 空 調

石 碑
〃 2.00

円

円

借　　　地　　　借　　　家　　　等　　　調
 （令和７年8月31日現在 ）

地 目 借 料

年 額

㎡ R5.4.1
32,974.76 無　償 ～ 浜 松 市 長

R8.3.31
㎡ 円 R5.4.1

41,635 ～ 〃
R8.3.31

㎡ 円 R5.4.1
2,494 ～ 〃

R8.3.31
㎡ R4.4.1

無　償 ～ 〃
R9.3.31

㎡
44,129

鉄 骨 ㎡ R5.4.1 静 岡 県 立
鉄 板 造 無　償 ～ 浜松東高等学校
平 屋 建 R8.3.31 後 援 会 会 長
鉄 筋 ㎡ R5.4.1
ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ 造 無　償 ～ 〃
3 階 建 R8.3.31
鉄 骨 造 ㎡ R5.4.1
平 屋 建 無　償 ～ 〃

R8.3.31
㎡

照明 個 R7.4.1 静 岡 県 立
（本館２個、 無　償 ～ 浜松東高等学校
南館１個） R8.3.31 後 援 会 会 長
照明 個
（照明灯ﾎﾟｰﾙ
3 本 、 投 光 器 R7.4.1
６ 台 、 ﾏ ﾙ ﾁ 無　償 ～ 〃
ﾊﾛｹﾞﾝ灯６個、 R8.3.31
電 撃 殺 虫 器
３ 台 ）
ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟｰﾙ 個 R7.4.1
8本、防砂ﾈｯﾄ 無　償 ～ 〃
66㎡　他 R8.3.31
ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟｰﾙ 個 R7.4.1
2本、ｱｰﾁｪﾘｰ 無　償 ～ 〃
ﾈｯﾄ52.2㎡ R8.3.31
空調設備 個 円 R3.7.1 三 井 住 友
25教室 5,926,085 ～ ﾌｧｲﾅﾝｽ＆ﾘｰｽ
室内外機 R16.6.30 株 式 会 社
空調設備 個 円 R6.7.1 NTT ・ TC リ ー ス
14教室 5,918,678 ～ 株 式 会 社
室内外機 R19.6.30 静 岡 支 店
校訓碑及び 個 R7.8.26 静岡県立浜松東
記念碑 無　償 ～ 高等学校同窓会

R8.3.31
個

6.00 11,844,763

11,888,892

整
理
番
号

区 分 種 別 所 在 地
数 量 又 は
面 積

契 約
期 間

所 有 者 又 は
契 約 者 氏 名

用 途

1
学校
敷地

浜松市中央
区笠井新田
町1442ほか

学校
用地

学校
敷地

2 〃

浜松市中央
区上石田町
字北浦2617-
2

〃 〃

3 〃

浜松市中央
区笠井新田
町1314-24ほ
か

〃 〃

4 〃
浜松市中央
区上石田町
2619地先

普通
河川

水路

計

5
雑工
作物

浜松市中央
区笠井新田
町1442

6
事務
所建

浜松市中央
区笠井新田
町1442

7
雑工
作物

浜松市中央
区笠井新田
町1442

計

8
照明
装置

浜松市中央
区笠井新田
町1442

10
雑工
作物

〃

11 〃 〃

12
冷暖
房装
置

〃

13 〃 〃

14
その
他

〃

計

合　　計

9
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□□□□□

（ 現在）

台 帳 現 況 単 価 年 額

㎡ 円 4.4.1 から
3.00 － 3,060 7.3.31 まで

㎡ 円 7.4.1 から
3.00 － 3,060 8.3.31 まで

㎡ 4.4.1 から
31.50 － 無償 7.3.31 まで

㎡ 7.3.31 から
31.50 － 無償 8.3.31 まで

㎡ 6.3.31 から
3.30 － 無償 7.3.31 まで

㎡ 7.3.31 から
3.30 － 無償 8.3.31 まで

㎡ 6.4.1 から
3.30 － 無償 7.3.31 まで

㎡ 7.3.31 から
3.30 － 無償 8.3.31 まで

㎡ 円 5.4.1 から
2.00 － 283,213 8.3.31 まで

㎡ 6.10.9 から

0.21 － 無償 6.11.1 まで

㎡ 7.6.20 から
0.21 － 無償 7.7.25 まで

289,333

□□□□□□□

（ 現在）

台 帳 現 況 単 価 年 額

㎡ 5.4.1 から

1.08 － 無償 8.3.31 まで
㎡ 5.4.1 から

1.62 － 無償 8.3.31 まで
㎡ 円 5.4.1 から

2.00 － 580,300 8.3.31 まで

㎡ 4.4.1 から

10.25 － 無償 7.3.31 まで
㎡ 7.4.1 から

10.25 － 無償 10.3.31 まで
㎡ 4.4.1 から

2.00 － 1,313 7.3.31 まで
㎡ 7.4.1 から

2.00 － 1,247 10.3.31 まで

㎡ 4.4.1 から
10.25 － 無償 7.3.31 まで

㎡ 7.4.1 から
10.25 － 無償 10.3.31 まで

㎡ 5.4.1 から
126.00 無償 8.3.31 まで

582,860

行　政　財　産　貸　付　・　使　用　許　可　調
令和7年8月31日

合計

普　通　財　産　・　借　受　財　産　等　貸　付　調
令和7年8月31日

合計

整
理　
番
号

区分 種別 所　在　地
地　　目 数 量　　

又 は　　
面 積

貸付料又は　　　　　 
使　 用　 料 貸付又は使用

許可期間

貸付又は使用
許可を受けた

者の氏名

貸付・　　
使用許　　
可目的

1 建物
事務
所建

浜松市中央区笠井
新田町1442　　　

鉄筋コンク
リート造４階

静岡県立浜松東高
等学校後援会長

自動販売機
設 置

2 〃 〃 〃 〃 〃 〃

3 〃 〃 〃 〃 〃 購買室設置

4 〃 〃 〃 〃 〃 〃

5 〃 〃 〃 〃 〃
外郭団体執
務 場 所

6 〃 〃 〃 〃 〃 〃

7 〃 〃 〃 〃
静岡県立浜松東高
等学校PTA会長

外郭団体執
務 場 所

8 〃 〃 〃 〃 〃 〃

9 〃 〃 〃 〃
株式会社ダイドービ
バレッジ

自動販売機
設 置

10 工作物 囲障 〃 鉄骨造 浜松市
公 営 ポ ス
ター 掲示 場
設 置

11 〃 〃 〃 〃 〃 〃

整
理　
番
号

区分 種別 所　在　地
地　　目 数 量　　

又 は　　
面 積

貸付料又は　　　　　 
使　 用　 料 貸付又は使用

許可期間

貸付又は使用
許可を受けた
者の氏名

貸付・　　
使用許　　
可目的

1 土地
学校
敷地

浜松市中央区笠井
新田町1442　　　

学校　
用地

学校　
敷地

静岡県立浜松東高
等学校同窓会会長

校訓碑設置

2 〃 〃 〃 〃 〃 〃 記念碑設置

3 〃 〃 〃 〃 〃
サントリービバレジソ
リューション株式会
社

自動販売 機
設置

4 〃 〃 〃 〃 〃
静岡県立浜松東高
等学校後援会会長

団体職員駐
車場

5 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

6 〃 〃 〃 〃 〃 〃
自動販売 機 
設置

7 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

8 〃 〃 〃 〃 〃
静岡県立浜松東高
等学校ＰＴＡ会長

団体職員駐
車 場

9 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

10 〃 〃 〃 〃 〃 －
静岡県立浜松東高
等学校後援会会長

ﾋﾟｯﾁﾝｸﾞ練習
場 設 置
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□□□□□□□

      （ 令和７年８月31日現在 ）

大・中

1 ２－１
情報処理プレゼン設備
ｉｎｔｅｌ社Ｅ－2224他

週４日（年間30週）
課題研究の発表等に使用

令和４年３月
円　　　　

15,994,000

2 ２－１
情報応用実習装置
富士通ESPRIMO D587/R

週５日（年間30週）
プログラミング等の授業に使用

平成30年２月 10,584,000

3 ２－１
情報基礎実習装置
富士通ＦＭＶD15056他

週５日（年間30週）
電子商取引等の授業に使用

平成29年２月 10,238,400

4 ２－１
総合実践実習装置　　　　　　　　
富士通ＦＭＶ－Ｄ5290 　　　　　　　

週５日（年間30週）
情報処理等の授業に使用

平成22年３月 9,870,189

5 ２－１
学びを拡げるICT活用事業機
器　壁掛けプロジェクタ他

週３日（年間30週）
普通教科等の授業に使用

令和元年９月 9,576,727

6 ２－１
ICT環境整備機器　富士通
LIFEBOOK A577/R他一式　　　　　　

週５日（年間30週）
情報と社会等の授業に使用

平成30年３月 4,769,280

7 １－２
商品実験室実験台　　　　　　　
教師用１台、生徒用11台他　　　　　　

週５日（年間30週）
生物等の授業に使用

平成29年３月 3,376,080

8 ２－１
表示システム
教師用周辺機器・机　　　　

週５日（年間30週）
情報処理等の授業に使用

平成21年１月 2,549,757

9 １－14
空気調和装置
日立PRC－Ｊ140HI

年間90日
室内温度管理に使用

平成10年12月 2,362,500

10 １－14
空気調和装置
冷房能力14Kw
暖房能力16kw

年間90日
室内温度管理に使用

平成９年２月 2,163,000

11 ２－２
体育館放送装置
松下WP－1200A

年間50日
校内放送に使用

平成11年３月 1,974,000

12 １－１
サーバー用机等
1800×800×700　他

週５日（年間30週）
情報処理等の授業に使用

平成20年11月 1,710,310

13 １－１
教師卓・生徒卓・サーバー卓・
プリンタ卓

週４日（年間30週）
情報処理等の授業に使用

平成11年２月 1,500,359

14 １－４
移動書庫
オカムラ ２連６列

毎日（年間365日）
書類の保管に使用

平成５年１月 1,160,000

15 ２－２
校内放送装置
パナソニック　WL-SA112 

毎日（年間200日）
校内放送に使用

平成25年３月 808,500

16 ５-99
テレビ
中村理科　E30-1026

週３日（年間90日）
視聴覚授業に使用

平成14年２月 697,000

17 10-６
教師用調理台
示範台

月８日（年間72日）
家庭科の実習に使用

平成９年３月 696,280

18 10-７ アップライトピアノ　椅子共
月８日（年間72日）
音楽の授業等に使用

平成22年３月 636,300

19 10-７ グランドピアノ　ヤマハ
月８日（年間72日）
音楽の授業等に使用

昭和49年４月 595,000

20 10-６ 調理実習台
月８日（年間72日）
家庭科の実習に使用

平成９年3月 527,772

主　　要　　備　　品　　調

区　　　　　　分

小

 パーソナルコンピュータ
 （一式）

 パーソナルコンピュータ
 （一式）

 パーソナルコンピュータ
 （一式）

 パーソナルコンピュータ
 （一式）

 パーソナルコンピュータ
 周辺機器

 パーソナルコンピュータ
 （一式）

台

 パーソナルコンピュータ
 （一式）

 エアコンディショナー

 エアコンディショナー

 放送装置

 その他の机

 その他の机

 移動書庫　

 放送装置

試験実験機器

教育調理器具

鍵盤楽器

鍵盤楽器

教育調理器具

整理
番号

品名・規格 利用状況
購入
年月

購入金額

- 63 -



□□□□□

1 校 長 鈴 木　真 一 □ □ □ □ 年 □ 月

2 副 校 長 坪 井　保 人 数 学 □ □ □ □ □

3 教 頭 近 藤　好 正 商業・情報 □ □ □ □ □

4 事 務 長 澤 木 　　孝 事 務 総 括 □ □ □ □ □

5 教 諭 北 村  雅 子 外 国 語 □ □ □ □ □

6 教 諭 小野田 宗 弘 芸術（美術） □ □ □ □ □

7 教 諭 内 田　朱 美 外 国 語 □ □ □ □ □

8 教 諭 井 口　繁 和 理 科 □ □ □ □ □

9 教 諭 平 野  知 彦 芸術（音楽） □ □ □ □ □

10 教 諭 西 尾　隆 司 理 科 □ □ □ □ □

11 教 諭 濵 田　利 忠 商業・情報 □ □ □ □ □

12 教 諭 淺 羽  義 彦 商 業 □ □ □ □ □

13 教 諭 平 松 　　学 家 庭 □ □ □ □ □

14 教 諭 堀 内　裕 子 国 語 □ □ □ □ □

15 教 諭 小 林　香 織 外 国 語 □ □ □ □ □

16 教 諭 熊 谷　智 子 商 業 □ □ □ □ □

17 教 諭 石 川　大 介 保 健 体 育 □ □ □ □ □

18 教 諭 柳 生　宗 広 数 学 □ □ □ □ □

19 教 諭 井 口　仁 美 保 健 体 育 □ □ □ □ □

20 教 諭 杉 江 由紀子 外 国 語 □ □ □ □ □

21 教 諭 田 川　泰 之 商 業 □ □ □ □ □

22 教 諭 菅 沼　大 介 保 健 体 育 □ □ □ □ □

23 教 諭 稲 葉 希代美 商 業 □ □ □ □ □

24 教 諭 外 山 めぐみ 保 健 体 育 □ □ □ □ □

25 教 諭 亀 尾 恵里奈 家 庭 □ □ □ □ □

26 教 諭 山 崎　大 介 保 健 体 育 □ □ □ □ □

27 教 諭 辻 　　泰 範 商業・情報 □ □ □ □ □

28 教 諭 増 田　直 剛 保 健 体 育 □ □ □ □ □

29 教 諭 佐 藤　大 輔 商 業 □ □ □ □ □

30 教 諭 松 本 　　剛 数 学 □ □ □ □ □

31 教 諭 石 川 　　創 外 国 語 □ □ □ □ □

32 教 諭 平 野　翔 士 商業・情報 □ □ □ □ □

33 教 諭 牧 野 美矢子 国 語 □ □ □ □ □

34 教 諭 田 村　俊 樹 理 科 □ □ □ □ □

35 教 諭 三ツ谷 啓 希 数 学 □ □ □ □ □

36 教 諭 鈴 木　悠 太 保 健 体 育 □ □ □ □ □

37 教 諭 加 藤　亜 依 国 語 □ □ □ □ □

38 教 諭 藤 永　健 吾 地歴・公民 □ □ □ □ □

39 教 諭 杉 山 沙緒理 保 健 体 育 □ □ □ □ □

40 教 諭 小 林 　　武 国 語 □ □ □ □ □

職               員                調

（令和７年８月31日現在）

整理
番号

職　　名 氏　　　　名 事 務 分 担 住　　所 勤 務 年 数 摘　　　　　　　要

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□
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□□□□□

職               員                調

（令和７年８月31日現在）

整理
番号

職　　名 氏　　　　名 事 務 分 担 住　　所 勤 務 年 数 摘　　　　　　　要

41 教 諭 水 口　奈 央 地歴・公民 □ □ □ □ 年 □ 月

42 教 諭 梶 田　葉 月 国 語 □ □ □ □ □

43 教 諭 服 部　優 介 商 業 □ □ □ □ □

44 教 諭 中 島　友 希 商 業 □ □ □ □ □

45 教 諭 五 十 嵐  斐 商 業 □ □ □ □ □

46 教 諭 三 ツ 石  颯 国 語 □ □ □ □ □

47 教 諭 洞 口　英 己 地歴・公民 □ □ □ □ □

48 教 諭 鈴 木　愛 翔 地 歴 □ □ □ □ □

49 教 諭 鈴 木 　　浩 理 科 □ □ □ □ □

50 教 諭 内 藤 龍太郎 地歴・公民 □ □ □ □ □

51 教 諭 中 村 　　淳 地歴・公民 □ □ □ □ □

52 教 諭 加 藤 宗太郎 外 国 語 □ □ □ □ □

53 教 諭 中津川 和 宏 芸術（書道） □ □ □ □ □

54 教 諭 鷹 野 　　誠 数 学 □ □ □ □ □

55 教 諭 岡 　　雅 章 商 業 □ □ □ □ □

56 養護教諭 大 隅　晶 代 養 護 □ □ □ □ □

57 養護教諭 原 田　美 穂 養 護 □ □ □ □ □

58 主任実習助手 山 田　優 子 理 科 □ □ □ □ □

59 主任実習助手 下 田 ゆり子 商業・情報 □ □ □ □ □

60 実習助手 野 末　祐 子 商業・情報 □ □ □ □ □

61 主 査 木 本　賢 人 旅費・会計 □ □ □ □ □

62 主 査 杉 野 なつみ 庶務・会計 □ □ □ □ □

63 主 任 山 口 みなみ □ □ □ □ □

64 主 任 神 谷　恭 平 管財・会計 □ □ □ □ □

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

平均年数 □ 年 □ 月
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□□□□□

事 務 分 担

1 教 諭 長 瀬 一 樹 国 語 □ □ □ □ 年□ 月 □□□

2 教 諭 井 口 勝 浩 ジョブサポート
ティーチャー □ □ □ □ □ □□□

3 主 事 鈴 木 桂 子 庶務・給与 □ □ □ □ □ □□□

4
外国語指導
講 師

ｴﾘﾝ･ﾛﾊﾞｰﾂ･ｶﾞﾋﾟﾝｽｷ 外 国 語 □ □ □ □ □ □□□

5 非常勤講師 髙 橋 敬 子 家 庭 □ □ □ □ □ □□□

6 非常勤講師 稲 勝 まりあ 外 国 語 □ □ □ □ □ □□□

7 非常勤講師 冨 永　敏 廣 数 学 □ □ □ □ □ □□□

8 非常勤講師 萩 野 信 慶 地歴・公民 □ □ □ □ □ □□□

9 非常勤講師 松 野　優 子 国 語 □ □ □ □ □ □□□

10 非常勤講師 加 藤　和 哉 地歴・公民 □ □ □ □ □ □□□

11 非常勤講師 鈴 木　文 雄 商 業 □ □ □ □ □ □□□

12
非 常 勤
労 務 職 員 石 原 康 弘 環 境 整 備 □ □ □ □ □ □□□

13
非 常 勤
労 務 職 員 大 石 佳 生 環 境 整 備 □ □ □ □ □ □□□

14
非 常 勤
労 務 職 員 松 下 光 人 環 境 整 備 □ □ □ □ □ □□□

15
部 活 動
指 導 員 杉 山 直 哉 サッカー部 □ □ □ □ □ □□□

16 健康管理医 松 田 宏 一 内 科 □ □ □ □ □ □□□

17 学 校 医 松 田 宏 一 内 科 □ □ □ □ □ □□□

18 学 校 医 永 田 豊 文 眼 科 □ □ □ □ □ □□□

19 学 校 医 藤 森 俊 也 耳 鼻 科 □ □ □ □ □ □□□

20 学校歯科医 丹 羽 裕美智 歯 科 □ □ □ □ □ □□□

21 学校薬剤師 曽布川美登理 薬 剤 師 □ □ □ □ □ □□□

          

臨時職員・非常勤職員・会計年度任用職員

（令和７年８月31日現在）

整理
番号

職　　名 氏　　　　名 住　　所 勤 務 年 数 摘　　　　　　　要
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□□□□□

年　　　　　齢

    20歳未満 ０ 人

    20歳以上30歳未満 ８

    30歳以上40歳未満 13

    40歳以上50歳未満 19

    50歳以上56歳未満 ９

    56歳以上61歳未満 ６

    61歳以上 ９ 暫定再任用職員

計 64

職     員     の     年     齢     調

（令和７年８月31日現在)

人　　　　　　　員 摘　　　　　　　　　　　　要

      平均年齢 ４５．２歳
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 （１）未受診の理由

受 診 者 数 ６２  人

職 員 数 ６２  人

 （１）管理区分Ａ～Ｃ２該当者に
対する措置状況

０ 人

１

(1)

０ 人  （２）未区分の理由

14 ア 産休・育休 0 人

(14) イ 2 人

21 

(21)

26 

(26)

62 

(62)

2 人

64 

(64)

□□□□□

健　　　　康　　　　管　　　　理

１　令和６年度受診状況

２　令和７年度在籍者の健康管理区分結果

健　 康 　管 　理 　区 　分 人　　数

Ｂ２ 要経過観察

Ｃ２ 要経過観察

新規採用

未　区　分　者　数

区　　　　　　　分 内　　　　　　　　　　容

受 診 状 況

受 診 率 100  ％

県 平 均 受 診 率 100  ％

Ａ 休養のため必要な期間、勤務を休止させる。 ０ 人
C1該当者 
治療における勤務方法に
ついて本人と面談を行い、
今後の治療法により、特休
及び年休等の対応を図る。
そのための授業時間割の
変更も視野に入れている。

Ｂ１
勤務時間を短縮し、時間外、休
日、宿日直勤務及び長期又は遠
方への出張をさける。また、必要
に応じ勤務場所、勤務内容の変
更を行う。

要　 治　 療 ０ 人

Ｃ１
勤務をほぼ平常に行ってよいが
症状によっては、時間外、休日、
宿日直勤務及び長期又は遠方へ
の出張等勤務に制限を加える必
要がある。

要　 治　 療 人

Ｄ１

平常の勤務でよい。

要　 治　 療 人

Ｄ２ 要経過観察 人

Ｄ３ 医 療 不 要 人

区　　分　　者　　計 人

合　　　　　　　　　計 人
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